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〜
川
田
川
両
岸
で
不
法
投
棄
の
ご

み
収
集
〜

１
月
３０
日
、
県
一
級
河
川
の
川

田
川
、
山
川
橋
付
近
の
堤
防
両
岸

で
、
環
境
美
化
活
動
が
行
わ
れ
、

山
水
会
（
老
人
ク
ラ
ブ
）
の
会
員

や
地
元
の
村
雲
自
治
会
、
山
川
地

野焼きはやめましょう。簡易焼却炉、ドラム缶等でのごみの焼却はできません。

区
の
建
設
業
者
な
ど
約
２
５
０
人

が
、
堤
防
沿
い
に
不
法
に
捨
て
ら

れ
た
ご
み
を
拾
い
集
め
ま
し
た
。

こ
の
日
の
環
境
美
化
活
動
は
、

市
が
徳
島
県
産
業
廃
棄
物
処
理
協

会
の
協
力
を
得
て
、
地
域
と
と
も

に
取
り
組
む
不
法
投
棄
対
策
事
業

と
し
て
実
施
し
た
も
の
で
す
。

山
川
橋
を
境
に
し
て
上
流
・
下

流
の
堤
防
沿
い
に
ト
ラ
ッ
ク
や
ご

み
収
集
車
、
ユ
ニ
ッ
ク
車
を
配
置

し
、
参
加
者
が
、
法
面
の
り
め
ん

（
斜
面
）

に
捨
て
ら
れ
た
お
び
た
だ
し
い
量

の
ご
み
を
約
３
時
間
か
け
て
拾
い

集
め
ま
し
た
。

集
め
ら
れ
た
ご
み
は
市
の
ご
み

収
集
車
１３
台
分
、
重
さ
に
し
て
約

１１
ト
ン
も
あ
り
、
テ
レ
ビ
、
冷
蔵

庫
な
ど
粗
大
ご
み
の
ほ
か
、
空
き

缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

参
加
者
は
「
こ
こ
は
川
じ
ゃ
な

く
ご
み
捨
て
場
や
な
ぁ
。」「
袋
に

自
分
が
さ
れ
て
嫌
な
こ
と
は
他
人
も
嫌
な
こ
と
！

自
分
の
家
の
庭
や
畑
に
ご
み
を
捨

て
ら
れ
た
ら
ど
ん
な
気
持
ち
に
な

り
ま
す
か
？

朝
起
き
て
自
宅
の
前
の
庭
に
空

き
缶
や
空
き
瓶
が
捨
て
ら
れ
て
い

た
ら
ど
ん
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す

か
？ほ

と
ん
ど
の
方
が
そ
の
ご
み
を

捨
て
た
人
へ
憤
り
を
感
じ
る
と
思

い
ま
す
。
河
川
や
道
路
に
捨
て
る

こ
と
も
全
く
同
じ
こ
と
で
、
河
川

や
道
路
の
管
理
者
は
憤
り
を
感
じ

て
い
る
の
で
す
。
自
分
が
さ
れ
て

嫌
な
こ
と
は
、
他
人
も
嫌
な
こ
と

な
の
で
す
。
他
人
の
家
や
畑
な
ど

だ
け
で
な
く
、
公
共
の
場
所
、
特

に
公
園
や
川
や
道
路
で
あ
っ
て
も

捨
て
て
は
い
け
な
い
の
で
す
。

入
れ
て
捨
て
る
な

ら
集
積
所
に
捨
て

た
ら
い
い
の
に
。」

「
な
ん
で
ル
ー
ル

を
守
れ
ん
の
や
ろ

か
な
ぁ
。」「
他
人

の
土
地
や
か
ら
捨

て
て
も
平
気
な
ん

や
ろ
な
ぁ
。
」
と

口
々
に
も
ら
し
て

い
ま
し
た
。

ご
み
を
拾
う
前

に
は
、
泣
い
て
い

る
よ
う
に
見
え
た

「
お
こ
う
っ
つ
ぁ

ん
」
も
、
す
べ
て

の
ご
み
を
回
収
し

た
後
に
は
、
ほ
ほ

え
ん
で
い
る
よ
う

に
見
え
ま
し
た
。
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大
き
な
ご
み
も
小
さ
な
ご
み
も
不

法
に
投
棄
す
れ
ば
同
じ
こ
と
！

今
回
の
環
境
美
化
活
動
で
集
め

ら
れ
た
テ
レ
ビ
や
冷
蔵
庫
の
よ
う

な
大
き
な
ご
み
を
捨
て
る
こ
と
だ

け
が
不
法
投
棄
と
い
う
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

運
転
中
に
車
の
窓
か
ら
た
ば
こ

を
道
路
に
投
げ
捨
て
る
人
や
、
赤

信
号
で
停
止
中
に
ド
ア
を
開
け
、

灰
皿
の
中
身
を
道
路
に
捨
て
る
人

を
見
か
け
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？こ

の
よ
う
な
こ
と
を
す
る
人

は
、
自
分
の
車
（
自
分
の
空
間
）

が
ご
み
で
い
っ
ぱ
い
に
な
る
こ
と

や
汚
れ
る
こ
と
を
嫌
っ
て
捨
て
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ご
み
や
吸
い
殻
が
、
自
分
の
空
間

か
ら
他
人
の
空
間
に
移
る
こ
と

で
、
自
分
は
安
心
し
、
他
人
が
ど

う
い
う
気
持
ち
に
な
る
か
を
全
く

考
え
て
い
な
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

ご
み
の
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
、

ル
ー
ル
を
無
視
し
て
捨
て
る
こ
と

は
、
同
じ
こ
と
で
不
法
投
棄
な
の

で
す
。
車
の
窓
か
ら
た
ば
こ
を
１

本
投
げ
捨
て
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

罪
を
問
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
ル
ー
ル
を
犯
し
て
い

る
こ
と
に
は
何
ら
変
わ
り
は
あ
り

ま
せ
ん
。「
罰
せ
ら
れ
な
い
か
ら
」

と
考
え
、「
こ
れ
く
ら
い
な
ら
大

丈
夫
」
と
判
断
し
捨
て
る
そ
の

『
心
』
が
大
問
題
で
す
。
ご
み
と

と
も
に
心
ま
で
捨
て
て
い
い
の
で

す
か
？

リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
も
の
が
リ
サ

イ
ク
ル
で
き
な
い
も
の
に
な
る
！

市
で
は
、
家
庭
か
ら
出
る
ご
み

の
う
ち
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
も
の

を
「
資
源
ご
み
」
と
し
て
、
瓶
、

缶
・
金
属
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど

を
分
別
し
て
回
収
し
、
貴
重
な
資

源
を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
今
回
の
よ
う
に
不
法

に
投
棄
さ
れ
た
瓶
や
缶
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
な
ど
は
、
土
な
ど
の
汚
れ

の
た
め
、
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
も

の
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
さ

ら
に
細
か
く
分
別
す
る
こ
と
や
洗

浄
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
、
リ

サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
が
難
し
く
な

り
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
も
の
で
あ

っ
て
も
、
不
法
に
投
棄
し
、
汚
れ

る
こ
と
で
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
な
い

も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

近
年
『
３
Ｒ
運
動
』（
４
ペ
ー
ジ

参
照
）
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

貴
重
な
資
源
を
無
駄
に
し
な
い
よ

う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
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3
Ｒ
運
動

も
の
を

買
う
と
き
、

つ
く
る
と

き
、
ち
ょ

っ
と
し
た

工
夫
で
ご

み
の
出
る

量
を
減
ら
す
こ
と
、
そ
れ
が
リ

デ
ュ
ー
ス
で
す
。

例
え
ば
、
過
剰
に
包
装
さ
れ

た
商
品
や
使
い
捨
て
製
品
な

ど
、
ご
み
の
出
や
す
い
商
品
を

買
わ
な
い
よ
う
に
し
た
り
、
食

べ
物
な
ら
食
べ
ら
れ
る
量
を
考

え
て
買
っ
た
り
す
る
こ
と
、
ま

た
、
も
の
を
大
切
に
し
て
長
く

つ
か
う
こ
と
も
リ
デ
ュ
ー
ス
に

つ
な
が
り
ま
す
。

①
買
い
物
の
際
に
は
「
マ
イ
バ

ッ
グ
」
を
持
参
し
、
レ
ジ
袋

は
断
る

②
過
剰
な
包
装
の
商
品
は
避

け
、
い
ら
な
い
包
装
は
断
る

③
い
ら
な
い
も
の
を
買
わ
な
い

繰
り
返
し
使
え

る
も
の
を
選
び
、

繰
り
返
し
使
う
こ

と
。
こ
れ
が
リ
ユ

ー
ス
の
基
本
で
す
。

例
え
ば
、
洗
剤

や
シ
ャ
ン
プ
ー
の

容
器
な
ど
は
、
中

身
を
詰
め
替
え
れ

ば
、
繰
り
返
し
使
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
特
別
な
加
工
な
し
に
そ

の
ま
ま
再
利
用
で
き
る
ビ
ー
ル
瓶
や

牛
乳
瓶
な
ど
の
リ
タ
ー
ナ
ブ
ル
瓶
や

レ
ン
ズ
付
き
フ
ィ
ル
ム
な
ど
は
、
リ

ユ
ー
ス
の
優
等
生
。
買
い
物
を
す
る

際
に
は
、
こ
う
し
た
も
の
を
積
極
的

に
選
ぶ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

①
容
器
は
、
中
身
を
詰
め
替
え
て
何

度
も
使
う

②
回
収
し
て
繰
り
返
し
使
え
る
「
リ
タ

ー
ナ
ブ
ル
容
器
」
の
製
品
を
選
ぶ

③
不
要
に
な
っ
た
も
の
は
、
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
や
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ

ッ
プ
へ

混
ぜ
れ
ば

ご
み
に
な
っ

て
し
ま
う
も

の
を
、
き
ち

ん
と
分
別
し

て
回
収
し
、

別
の
製
品
の

材
料
と
し
て

再
び
利
用
す

る
こ
と
、
こ
れ
を
リ
サ
イ
ク
ル
と

い
い
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
の
基
本
は
、
正
し

い
分
別
で
す
。

①
ご
み
を
出
す
前
に
、「
ご
み
収

集
日
程
表
」
を
参
考
に
、
不
要

な
も
の
は
混
ぜ
な
い
よ
う
、
き

っ
ち
り
分
別
す
る

②
瓶
や
缶
は
中
を
す
す
ぐ

③
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ら
キ
ャ
ッ
プ

と
ラ
ベ
ル
を
取
り
除
く

ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
が
、
再
生

の
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
節
約

と
、
効
率
の
よ
い
リ
サ
イ
ク
ル
に

つ
な
が
り
ま
す
。

ご
み
の
減
量
化
を
推
進
す
る
た

め
、
市
内
取
扱
店
で
電
気
式
生
ご

キ
ッ
チ
ン
か
ら
生
ご
み
に
さ
よ
う
な
ら
！

電
気
式
生
ご
み
処
理
機
購
入
補
助

み
処
理
機
を
購
入
す
る
世
帯
に
、

３
万
円
を
限
度
額
と
し
て
購
入
価

格
の
２
分
の
１
以
内
を
予
算
の
範

囲
内
で
補
助
し
て
い
ま
す
。
制
度

の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
環
境
衛
生

課
（
市
役
所
２
階
℡
○22
２
２
３
０
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

合
併
前
の
鴨
島
町
で
は
、「
レ

ッ
ツ
・
ク
リ
ー
ン
・
デ
ー
」
と

し
て
住
民
の
皆
さ
ん
と
と
も

に
環
境
美
化
に
つ
い
て
考
え
、

町
を
美
し
く
す
る
運
動
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

昨
年
は
旧
鴨
島
町
だ
け
で

実
施
し
ま
し
た
が
、
今
年
は

市
内
全
域
で
市
民
の
協
力
を
求

め
、
実
施
す
る
予
定
で
す
。

「
吉
野
川
市
内
一
斉
清
掃
」

と
き
　
５
月
１４
日
（日）
午
前
８

時
〜
１０
時

小
雨
決
行
（
大
雨
の
場
合
は

５
月
２８
日
（日）
に
延
期
）

道
路
、
河
川
敷
、
公
共

施
設
周
辺
な
ど
に
捨
て
ら

れ
た
ご
み
を
な
く
す
た
め
、

市
民
の
皆
さ
ん
・
団
体
・

事
業
所
に
協
力
を
求
め
、
吉

野
川
市
全
域
で
大
掃
除
を
実

施
し
ま
す
。

清
潔
で
美
し
い
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
、
子
ど
も
や
孫
に

美
し
い
環
境
を
残
す
た
め
、

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

昨
年
の
一
斉
清
掃
の
様
子

レッツ・クリーン「環境美化」

問い合わせ　市環境衛生課　℡ 22 2230



～鴨島環境センターからのお知らせ～

　平成18年１月から、鴨島町内の古紙類（雑誌、段ボール、新聞紙）の分別収集を実
施しています。
　それぞれ収集日が違いますので、ごみ収集日程表で収集日を確認のうえ、お出
しください。

◇鴨島町の指定ごみ袋に共通ごみ袋（小袋）が出来ます

◇古紙類の分別収集を実施しています

雑 　 誌

段ボール

新 聞 紙

週（月）刊誌、書籍、文庫本、まんが本、その

他の本、カタログ類、厚紙、紙箱、その他紙類

段ボール
　　波状に成形した板紙の片面または

　　　　　　両面に板紙を貼り合わせたもの

一般新聞紙、スポーツ新聞紙、

新聞折り込み広告（チラシ）

・テープ、セロハン、カーボン紙、油紙などは取り除いてください。
・古本は、古本店などでの買い取りも利用してください。
・縛るひもは、紙ひもを使用するようお願いします。紙ひもは指定袋取扱店で販売しています。

紙ひもで十文字に

しばる。

新しくできる共通ごみ袋（小袋）は、

すべてのごみに使うことが出来

ますが、必ず○をつけた１種類

だけ、そのごみを入れ、決めら

れた収集日に出してください。

共通ごみ袋（小袋）は指定袋取扱店で
販売します。

１袋10枚入り150円（税込み）

共通ごみ袋（小）
吉野川市

○をつけてください。
　（　）もえるごみ
　（　）もやせないごみ
　（　）ペットボトル
　（　）あきカン
　（　）色付ビン
　（　）透明ビン

※必ず、１種類だけ入れてください。

自治会名　　　　　 氏名

鴨島環境センター　24-5697

サイズ　450㎜×600㎜　黄色系半透明

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
～～～～
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　上水道・簡易水道の水道料金、メーター使用料、加入金、手数料を4月から次のとおり改定しま

す。水道料金、メーター使用料については、4月使用分（5月検針・6月請求分）から適用となりま

すのでお間違えのないようご注意ください。

　本市では、合併時の協定に基づいて、旧町村の料金体系の調整・料金格差の是正を図るため、料
金統一を行います。
　料金の統一については、実績の給水収益を確保し、なおかつ企業会計としての健全性を保ちなが
ら、必要な維持管理を継続することを第一目的として、料金設定を行いました。
　今後とも、より信頼される水道事業をめざして、水道利用者である市民の皆さんに将来にわたっ
て安全で良質な水道水を供給するとともに、サービス向上に努めていきますので、ご理解とご協力
をよろしくお願いします。

上水道

水道料金（消費税込み） 加入金（消費税込み）

手数料

改定料金表

①給水工事の申し込みをするとき
　　　　　　／1件につき500円

②給水新設工事の検査をするとき
　　　　　　／1件につき工事金額の100分の5

③再開栓手数料
　　　　　　／1件につき20,000円

基本料金

基本水量

13mm

20mm

25mm

30mm

40mm

50mm

75mm

100mm

53円

100円

105円

150円

200円

735円

1,050円

1,500円

水

道

料

金

メ
ー
タ
ー
使
用
料

135円

997円

10　

口径

備考

金額

13mm

20mm

25mm

30mm

42,000円

84,000円

126,000円

210,000円

口径 金額

40mm

50mm

75mm

100mm

358,050円

558,600円

1,257,900円

2,486,400円

※100mmを超える場合は別途協議

★１カ月に31　使用した場合の計算例（超過料金は21　となります。）
　　　基本料金　　　：997円
　　　超過料金　　　：135円×21　＝2,835円
　　　メーター使用料：53円（13mmメーターの場合）

　　　合計　3,885円　≒　3,880円
　　　　　　　　　　　　　　※10円未満は切り捨て

～計算例～

超過料金
（１　につき）
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　上水道の水道料金統一に伴い、簡易水道事業も加入金、手数料のみを改定します。水道料金につ
いては従来どおりです。お間違えのないようご注意ください。

　これまで、給水廃止、中止、休止につきましては、旧町村ごとに扱いが異なっていましたが、
これらの扱いについても統一します。 
                                  
　廃止　給水管を撤去します。新たに給水を開始する場合は、新規加入の手続き（加入金＋申
　　　　請手数料＋検査手数料）が必要。                 
　中止　メーターのみを撤去します。再び給水を開始する場合は、再開栓手数料＋申請手数料（合
　　　　計20,500円）が必要。                 

　　これまでの休止扱い（川島町：水道使用を休止し、休止後６カ月以後に無料で再開栓できる。
　山川町：メーターを撤去し、再開栓時に3,000円を納付する。）は、４月１日以降なくなります。
　現在、休止の手続きをとっている方は、再開栓か中止かを選択の上、水道課までご連絡ください。

簡易水道

加入金（消費税込み）

給水廃止、中止等の扱いについて

　水道料金債権の消滅時効は地方
自治法適用により５年とされてき
ましたが、水道事業の企業性が考
慮された最高裁の判例に基づき、
民法を適用する法解釈に改められ、
消滅時効は２年となりました。
　吉野川市としても法解釈の変更
を受け、迅速な滞納処理を進める
ため、未納者に対しては右図のよ
うに給水停止を行います。

水道料金未納者の
　　　　給水停止について

口径

備考

金額

13mm

20mm

25mm

42,000円

84,000円

126,000円

口径 金額

30mm

40mm

50mm

210,000円

358,050円

558,600円

※50mmを超える場合は別途協議

問い合わせ　市水道課　　42 ３１９９

検針月 検針（料金の確定）

検針月の翌月 納入通知書発行

納期限の翌月以降 督促状発送

催告状発送

給水停止予告書発行

納付されない場合

給水停止
給水停止通知書発行

口座振替（19日）・月末納期
未納の場合

改定料金表

手数料

①給水工事の申し込みをするとき
　　　　／1件につき500円

②給水新設工事の検査をするとき
　　　　／1件につき工事金額の100分の5

③再開栓手数料　
　　　　／1件につき20,000円
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ザイン会議
吉吉吉野野野野川川川市市市市市にデ

ザイン会議がやっってててっててて来来来るるる来 ！！る
おもしろいでよ 来て見んで？～おもしろいでよ、来て見んで？～

各　各界の第一線で活躍する人気アーティストら約100 文人が集まり、徳島のさまざまな文
化を切り口に、多彩な催しを繰り広げる「日本文化デザイン会議」をを100月133日から155日
の3日間、吉野川市、徳島市、鳴門市、神山町で開催します。
　この開催を記念して、３人の文化人を招いてのプレイベントを次のとおり開催します。
ふるさと徳島の、また吉野川市の魅力について、新たな切り口から探るシンポジウムです。ふるさと徳島の、また吉野川市の魅力について、新たな切り口から探るシンポジウムです。
ふるってご参加くだてご参加ください。

●と　き　3月26日（日）午後2時から午後4時まで　

●ところ　セントラルホテル鴨島（鴨島駅北隣）　　　　   　　
　　　　　吉野川市鴨島町鴨島471-2
　　　　　TEL0883-24-8989

●内　容　・日本文化デザインフォーラム3人のスペシャルトーク
　　　　　・市民によるミニプレゼンテーション

●出演者　日本文化デザインフォーラム
　　　　　とくしま会議実行委員会
　　　　　副　議　長　サエキけんぞう（ミュージシャン・作詞家）
　　　　　実行委員　佐伯順子（同志社大学大学院教授）
　　　　　実行委員　しりあがり寿（漫画家）

●出演者プロフィール

1958年千葉県
生まれ。徳島大
学歯学部卒業。
1980年ハルメ
ンズでメジャー
デビュー後、パ
ール兄弟を結成。歯科医師免許
を持つ傍ら、作詞家、プロデュ
ーサー、エッセイスト、TVパ
ーソナリティとして幅広く活躍中。
2003年、ソロアルバム「スシ
頭の男」を、2005年「カマン
ベール&スシ｣をフランスで発売。

■サエキけんぞう

帝塚山学院大学
専任講師、助教
授、教授を経て、
現職。専門は比
較文学比較文化、
女性文化史。趣
味は謡、仕舞、能管（能の笛）
演奏。大学院在学中、カブキ・
ロックスの前身のバンドにて能
管を吹き、原宿や渋谷のライブ・
ハウスでライブを展開。作詞、
作曲も手がける。

■佐伯　順子

1958年静岡県
生まれ。キリン
ビールに入社後、
宣伝、商品開発
等を担当。会社
勤めの傍ら、漫
画家として初の単行本を出版。
その後同社を退職、専業漫画家
となる。2000年『ゆるゆるオ
ヤジ』で第46回文芸春秋漫画
賞受賞。2001年『弥次喜多 
in DEEP』で第5回手塚治虫文
化賞「マンガ優秀賞」受賞。

■しりあがり寿

〈案内図〉

「第28回日本文化デザイン会議'０６ in とくしまプレイベント」開催

にデザイン会議がやにデザイン会議がや
吉吉吉吉吉吉野野吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉野野野野川野野野野野野野野野野吉野川川川川川川川川川川川野川野川野川市

にデザイン会議がやって来来来来て来来来来来来来来来来来来て来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来るるるるるる来るるるるる来るるるるるるる来るるるるるる来来来来来来来る来る来る来る！！！！るるるる！！！！るるるるるるる！る！るるるるるる

●参加申込方法　
　3月20日（月）までに、はがき、ファクシミリ、
Ｅメール、電話のいずれかで、住所（郵便番号）・
氏名・連絡先（電話・ファクシミリ）を明示し申し
込みください。
　定員は200人です。申込者多数の場合は抽選
とし、当選者には参加者証をお送りします。当
日は参加者証を必ずお持ちください。
　※個人情報は応募手続きの用途にのみ使用し、
　　許可なく第三者へ公開されることは一切ありません。

●申し込み・問い合わせ
　〒770-8570　
　徳島市万代町1－1
　徳島県にぎわい交流推進室内
　第28回日本文化デザイン会議'06 in とくしま
　実行委員会事務局プレイベント係
　電　　話　088-621-2343
　ファクシミリ　088-621-2851
　Eメール kankoukouryuuka@pref.tokushima.lg.jp
　ホームページアドレス　http://www.jidf-tokushima.jp/
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川
島
万
葉
植
物
園

ヒ
ノ
キ
　
　
ヒ
ノ
キ
科

〈
表
紙
写
真
〉

川
島
万
葉
植
物
園
に
あ
る
ヒ

ノ
キ
は
、
こ
れ
か
ら
の
時
期
に

満
開
を
迎
え
ま
す
。

『
往ゆ

く
川
の
　
過
ぎ
に
し
人
の

手た

を
折を

ら
ね
ば
　
う
ら
ぶ
れ
立

て
り
　
三
輪
の
檜
原
は
』（
柿
本

人
麻
呂
）
と
書
か
れ
た
歌
碑
が

添
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
こ
の
世
を
去
っ
て
し
ま
っ
た

人
々
が
手
折
ら
な
か
っ
た
の
で
、

し
ょ
ん
ぼ
り
と
立
っ
て
い
る
こ

と
だ
、
三
輪
の
檜
原
は
」
と
い

う
意
味
で
す
。

写
真
の
ヒ
ノ
キ
の
枝
の
根
元

の
方
の
茶
色
の
球
形
の
も
の
が

雌
花
で
、
多
く
の
細
長
い
葉
の

先
端
が
黄
色
く
ふ
く
れ
て
見
え

る
も
の
が
雄
花
で
す
。
雄
花
か

ら
は
た
く
さ
ん
の
花
粉
が
飛
び

出
す
の
で
、
花
粉
症
の
人
に
と

っ
て
は
、
つ
ら
い
季
節
と
な
り

ま
す
。

川島農村環境改善センターの使用方法が変わります

４月１日から川島農村環境改善センターを無人化することにともない使用方法を次のとおり変更します。

休館日 年末年始、全館一斉清掃日、その他都合のある場合に臨時休館

使用申請方法 農業振興課（市役所２階）に申請書を提出してください。

申請受付時間 午前８時３０分から午後５時１５分まで（土曜・日曜・祝日を除く）

※土曜・日曜・祝日の午前８時３０分から午後５時１５分までは、鍵の貸し出し・返却を実施していませんので、

その時間帯に施設を使用される場合は、前日もしくは前々日までに川島支所地域課で鍵の貸し出しを

受けてください。

使用についての注意事項

①使用時間を厳守すること

②電気、戸締まり、火の点検確認は必ず２人以上で行うこと

③館内で喫煙しないこと（館内禁煙）

④鍵は使用日に必ず返却すること

⑤冷暖房使用料を未納の方は冷暖房を使用しないこと

⑥施設は大切に使用すること

※以上の注意事項を厳守できない場合は、使用を禁止することがあります。

市農業振興課℡○22 2228

問い合わせ

鍵の貸し出し・返却

8：30～17：15 17：15～22：00

土曜・日曜・祝日

月曜日～金曜日

（祝日を除く）

川島庁舎１階

支所地域課

川島庁舎１階

東側警備室

川島庁舎１階

東側警備室

場所・時間

使用日

鍵の貸し出し・返却場所
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農
山
漁
村
女
性
の
日
は
、
農
山

漁
村
女
性
の
役
割
を
正
し
く
認
識

し
、
適
正
な
評
価
、
女
性
の
能
力
の

一
層
の
活
用
を
促
進
す
る
た
め
、

昭
和
６３
年
に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

一
例
と
し
て
、
農
業
に
携
わ
る
女

性
の
現
状
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

が
多
く
、
受
け
取
っ
て
い
る
場
合

で
も
１０
万
円
以
下
の
割
合
が
多
く

を
占
め
て
い
ま
す
。
家
族
経
営
協

定
を
作
る
な
ど
、
経
営
に
お
け
る

家
族
内
の
立
場
を
明
確
に
し
、
家

族
み
ん
な
が
働
き
や
す
い
環
境
づ

く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

※
家
族
経
営
協
定
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
農
林
水
産
省
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.m
aff.go.jp/danj

o/kyotei.htm
l

考
え
て
み
よ
う

男
女
共
同
参
画

３
月
１０
日
は

農
山
漁
村
女
性
の
日

○女性の報酬・給与などの状況 

農林水産省統計部「女性の就業構造・経営参画状況調査」（平成15年7月） 

（％） 0

20

40

60

80

100
特
に
受
け 

取
っ
て
い
な
い 

50.4

報
酬
を
受
け 

取
っ
て
い
る 

49.6 ｝ 
報酬を受け 
取っている 
女性就業者数 
（100％） 

5万円未満 
16.8％ 

5～10 
43.7％ 

10～15 
16.9％ 

15～20 
11.1％ 

20～25 
4.7％ 

25～30 
2.4％ 

30万円以上 
4.1％ 無回答 

0.1％ 

た
め
に
人
権
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、
あ
い
さ
つ
運
動
や
人
権
集
会

を
行
っ
て
い
ま
す
。

あ
い
さ
つ
は
、
相
手
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
育
て
る
第

一
歩
で
す
。
毎
朝
、
六
年
生
と
人

権
委
員
会
の
児
童
が
あ
い
さ
つ
運

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
で
は
、

元
気
な
あ
い
さ
つ
の
声
が
響
き
渡

る
よ
う
に
な
り
、
全
学
年
に
あ
い

さ
つ
運
動
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
校
を
訪
れ
る
お
客
さ
ん

か
ら
も
お
褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ

き
、
子
ど
も
た
ち
も
ま
す
ま
す
意

欲
的
に
あ
い
さ
つ
運
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
人
権
集
会
は
、
人
権
委

員
会
の
児
童
が
中
心
と
な
り
、
７

月
と
２
月
に
行
っ
て
い
ま
す
。
集

会
で
は
、
人
権
作
文
や
人
権
標
語

作
り
へ
の
思
い
を
発
表
し
、
人
権

へ
の
関
心
を
高
め
た
り
、
仲
間
づ

く
り
を
意
識
し
た
ゲ
ー
ム
を
取
り

入
れ
た
り
し
て
、
友
達
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
高
め
、
主

体
的
に
行
動
す
る
経
験
を
積
ん
で

き
ま
し
た
。
全
校
で
分
担
し
て
作

っ
た
上
浦
人
権
か
る
た
大
会
で

は
、
上
学
年
の
子
が
下
学
年
の
子

人
権
と
ぴ
っ
く
す

つ
な
が
れ
！
上
浦
っ
子

―
上
浦
小
学
校
―

問
い
合
わ
せ

上
浦
小
学
校
で
は
、
昨
年
度
４

月
か
ら
児
童
自
ら
人
権
に
つ
い
て

考
え
、
人
権
意
識
の
高
揚
を
図
る

家
事
に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト
を

働
い
て
い
て
も
、
報
酬
や
給
与

を
特
に
受
け
取
っ
て
い
な
い
女
性

ま
た
、
女
性
就
業
者
は
配
偶
者

に
比
べ
て
家
事
・
育
児
・
介
護
に

時
間
を
と
ら
れ
、
負
担
が
大
き
い

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
家
事
に
対

す
る
家
族
の
協
力
や
サ
ポ
ー
ト
が

必
要
で
す
。
仕
事
を
一
緒
に
す
る

の
と
同
じ
よ
う
に
、
家
庭
も
一
緒

に
支
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

市
企
画
政
策
課
℡
○22
２
２
２
１

Ｅ
メ
ー
ル

kikaku@
city.yoshinogaw

a.
lg.jp 記

事
に
関
す
る
ご
意
見
・

ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

農
業
に
従
事
す
る
女
性
の

報
酬
と
給
与

に
取
っ
た
か
る
た
を
譲
る
な
ど
、

思
い
や
り
の
行
動
が
多
く
見
ら
れ

ま
し
た
。

本
校
は
、
地
域
の
方
々
の
ご
協

力
の
も
と
、
お
年
寄
り
と
の
交
流

学
習
や
米
作
り
、
野
菜
作
り
な
ど

の
貴
重
な
体
験
学
習
を
積
み
重
ね

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
地
域
の

良
さ
を
知
り
、
地
域
の
方
々
と
の

つ
な
が
り
を
深
め
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
集
会
活
動
や
体

験
学
習
で
友
達
や
地
域
の
方
々
と

つ
な
が
る
経
験
を
す
る
こ
と
で
、

人
と
つ
な
が
る
心
地
よ
さ
や
感
謝

の
気
持
ち
を
子
ど
も
た
ち
が
自
覚

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
こ
の
つ
な
が
り
が

よ
り
強
く
、
よ
り
太
く
、
よ
り
確

か
な
も
の
に
な
る
よ
う
に
、
日
々

の
人
権
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

記
事
に
関
す
る
ご
意
見
・

ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

吉
野
川
市
人
権
教
育
推
進
協
議
会

（
市
生
涯
学
習
課
内
）℡

○42
４
１
１
５
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怪
傑
　
講
師
団
活
躍
中

地
元
の
人
権
教
育
啓
発
講
師
団

が
人
権
問
題
解
決
の
た
め
、
各
地

で
研
修
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

講
演
テ
ー
マ

「
や
さ
し
さ
に
包
ま
れ
た
な
ら
」

〈
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

山
川
町
出
身
。
あ
お
ぎ
ワ
ー
ク

ホ
ー
ム
施
設
長
。

あ
お
ぎ
ワ
ー
ク
ホ
ー
ム
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
障
害
を
も
っ
た
人
た
ち

が
自
立
に
向
け
て
が
ん
ば
っ
て
い

る
小
規
模
作
業
所
。
平
成
７
年
に

私
財
で
設
立
。
藍
染
め
ハ
ン
カ
チ
、

マ
ス
コ
ッ
ト
な
ど
を
作
製
販
売
。

「
人
間
ら
し
く
と
は
、
―
―
仲
間
と

生
き
て
い
く
こ
と
。
支
え
合
う
こ

と
。
や
さ
し
さ
に
満
ち
た
社
会
を

つ
く
り
た
い
。」
こ
の
思
い
を
伝
え

る
。「
気
楽
に
訪
問
し
て
ほ
し
い
。

み
ん
な
で
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。」

市
人
権
課
　
　
　
℡
○22
２
２
２
９

問
い
合
わ
せ

講
師
団
紹
介
⑤

ご
入
学
切
符
で
お
な
じ
み
の
学

駅
の
南
側
、
四
国
山
地
の
山
す
そ

一
帯
に
学
の
ぶ
ど
う
園
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。

川
島
町
学
地
区
の
ぶ
ど
う
栽
培

は
、
昭
和
３１
年
に
３
戸
の
農
家
で

第
五
回
　

学
の
ぶ
ど
う

園
料
大
人
１
０
０
０
円
、
小
人
７

０
０
円
で
ぶ
ど
う
狩
り
が
で
き
ま

す
。
ぶ
ど
う
は
直
売
以
外
に
、
学

駅
前
テ
ン
ト
、
国
道
１
９
２
号
線

沿
い
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
シ
ョ
ッ
プ

で
も
販
売
し
て
い
ま
す
。

栽
培
品
種
も
ベ
リ
ー
Ａ
、
ネ
オ

マ
ス
カ
ッ
ト
に
加
え
て
、
ピ
オ
ー

ネ
、
紫
玉
、
藤
稔
、
ブ
ラ
ッ
ク
オ

リ
ン
ピ
ア
、
ハ
ニ
ー
ビ
ー
ナ
ス
な

ど
大
粒
種
、
ハ
ニ
ー
シ
ー
ド
レ
ス

始
ま
り
、
収
益
性
が
高
い
こ
と
も

あ
っ
て
周
辺
農
家
に
広
が
り
ま
し

た
。
当
初
は
市
場
出
荷
を
目
的
に

し
て
い
ま
し
た
が
、
一
部
の
農
家

が
消
費
者
を
ぶ
ど
う
園
に
招
い
て

試
食
後
に
販
売
を
し
た
と
こ
ろ
、

市
場
出
荷
よ
り
有
利
に
販
売
で
き

た
の
が
き
っ
か
け
で
、
ぶ
ど
う
狩

り
が
始
ま
り
ま
し
た
。

ぶ
ど
う
狩
り
を
行
う
農
家
数
の

増
加
に
伴
い
、
宣
伝

を
組
織
的
に
行
う
こ

と
や
、
販
売
価
格
の

統
一
、
農
家
間
の
連

携
を
図
る
た
め
、
昭

和
３７
年
に
学
観
光
ぶ

ど
う
組
合
が
設
立
さ

れ
ま
し
た
。
通
常
の

役
職
以
外
に
接
待
・

宣
伝
・
施
設
・
資
材

の
各
部
長
を
設
け
、

円
滑
に
推
進
で
き
る

よ
う
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
生
産
費
を
節

減
す
る
た
め
に
、
資

材
の
購
入
は
共
同
で

行
い
、
顧
客
は
組
合

で
一
括
し
て
受
け
付

け
し
、
組
合
員
に
均

等
配
分
し
て
い
ま
す
。

観
光
農
園
は
、
８
月
１０
日
か
ら

９
月
末
ま
で
開
園
し
て
お
り
、
入

川島町 

学地区 

等
の
導
入
が
進
ん
で
い
ま
す
。

省
力
化
を
図
る
た
め
、
昭
和
５４

年
ご
ろ
か
ら
消
毒
散
布
車
を
、
平

成
７
年
に
は
電
動
式
の
作
業
台

車
、
８
年
に
は
屋
根
掛
け
施
設
を

導
入
し
、
収
穫
の
効
率
化
と
労
力

の
分
散
を
図
っ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
更
な
る

発
展
を
め
ざ
し
た
ビ
ジ

ョ
ン
に
つ
い
て
検
討

し
、
農
家
の
若
い
女
性

や
新
規
参
入
者
を
中
心

に
「
サ
ル
ビ
ア
会
」
を

結
成
し
、
栽
培
技
術
・

経
営
改
善
・
観
光
農
業

の
活
性
化
な
ど
の
学
習

会
を
月
一
回
行
っ
て
い

ま
す
。
観
光
客
数
の
減

少
、
生
産
者
の
高
齢
化

な
ど
課
題
は
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
が
、
「
美
味
お

い

し
い
ぶ
ど
う
」
「
学
で

し
か
食
べ
ら
れ
な
い
ぶ

ど
う
」
を
め
ざ
し
て
い

ま
す
。
夏
に
は
一
度
、

学
の
ぶ
ど
う
狩
り
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。
田
舎

の
静
け
さ
と
心
か
ら
の
歓
迎
で
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

市
農
業
振
興
課
農
業
振
興
係

℡
○22
２
２
２
８

問
い
合
わ
せ
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１２
月
２３
日
、
第
２２
回
国
民
文
化

祭
と
く
し
ま
２
０
０
７
吉
野
川
ジ

ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
サ
ブ
テ

ー
マ
選
考
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、

応
募
の
あ
っ
た
全
４２
作
品
の
中
か

ら
、
山
本
祥
子
さ
ん
（
鴨
島
東
中

学
校
２
年
生
）
の
『
流
れ
出
す
リ

ズ
ム
・
サ
ウ
ン
ド
・
ハ
ー
ト
〜
あ

第
２２
回
国
民
文
化
祭
・
と

く
し
ま
２
０
０
７
吉
野
川

ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

サ
ブ
テ
ー
マ
決
定

ふ
れ
ろ
！
in
よ
し
の
が
わ
』
が
サ

ブ
テ
ー
マ
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

１
月
１６
日
に
は
、
鴨
島
東
中
学

校
で
表
彰
状
と
記
念
品
が
市
長
か

ら
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

１
月
２１
日
、
美
郷
ほ
た
る
館

で
、
昨
年
１２
月
１７
日
に
行
わ
れ
た

石
積
み
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
題
材
に撮影：長尾守さん（阿波市）

１
月
２１
日
・
２２
日
の
二
日
間
、

茨
城
県
つ
く
ば
市
で
第
６
回
全
国

中
学
生
創
造
も
の
づ
く
り
教
育
フ

ェ
ア
が
開
催
さ
れ
、
吉
野
川
市
か

ら
中
国
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
１
位
で
出

場
し
た
伊
井
真
広
さ
ん
（
鴨
島
第

一
中
学
校
２
年
生
）
が
厚
生
労
働

大
臣
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

も
の
づ
く
り
競
技
大
会
「
と
っ

て
お
き
の
ア
イ
デ
ア
ハ
ー
フ
パ
ン

ツ
」
の
部
に
出
場
し
た
伊
井
さ
ん

は
、
阿
波
踊
り
の
男
踊
り
の
衣
装

と
し
て
は
く
「
も
も
ひ
き
」
で
、

体
に
ぴ
っ
た
り
フ
ィ
ッ
ト
し
、
は

き
や
す
く
、
か
つ
動
き
や
す
く
工

夫
し
た
も
の
を
、
し
じ
ら
織
り
の

布
を
使
用
し
て
製
作
し
、
全
２３
作

品
の
中
か
ら
同
賞
に
選
ば
れ
ま
し

た
。大

会
後
の
１
月
３１
日
、
市
役
所

石
積
み
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
優
秀

賞
決
定
！

に
あ
い
さ
つ
に
訪
れ
た
伊
井
さ
ん

に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
と
こ
ろ
、

「
昨
年
は
最
終
選
考
で
落
選
し
た

の
で
、今
年
頑
張
ろ
う
と
思
っ
た
。

今
後
も
こ
の
よ
う
な
大
会
に
積
極

的
に
挑
戦
し
て
、
実
力
を
試
し
た

い
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

伊
井
真
広
さ
ん

も
の
づ
く
り
の
全
国
大

会
で
厚
生
労
働
大
臣
賞

を
受
賞
！

審
査
員
か
ら
地
域
性
を
生
か
し
実
用
性
が

あ
る
と
評
価
さ
れ
た
伊
井
さ
ん
の
作
品

（
写
真
は
大
会
で
製
作
し
た
も
の
と
同
型

の
試
作
品
）

川真田市長に大会の結果報告をする伊井さん

し
た
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の
審
査
が

行
わ
れ
、
次
の
３
作
品
が
優
秀
賞

に
選
ば
れ
ま
し
た
。

優
秀
賞
の
ほ
か
応
募
の
あ
っ
た

作
品
は
、
８
月
３１
日
ま
で
、
美
郷

ほ
た
る
館
（
℡
○43
２
８
８
８
）
で

展
示
し
て
い
ま
す
。

撮影：鎌田尚之さん（石井町）撮影：大栗隆夫さん（吉野川市）

川真田市長から表彰を受ける山本さん
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２
月
４
日
、
香
川
県
高
松
市
の

ゆ
め
タ
ウ
ン
で
、
美
郷
梅
の
花
ま

つ
り
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

今
回
で
第
１５
回
目
と
な
る
梅
の

花
ま
つ
り
は
、
今
年
も
２
月
１９
日

か
ら
３
月
１２
日
ま
で
の
期
間
に
美

郷
地
区
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
毎

年
、
香
川
県
を
中
心
に
県
外
か
ら

も
た
く
さ
ん
の
人
が
訪
れ
て
い
ま

す
。こ

の
日
も
多
く
の
買
い
物
客
で

に
ぎ
わ
う
な
か
、
美
郷
梅
の
花
ま

つ
り
実
行
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
１０

人
が
梅
の
枝
や
梅
干
し
、
梅
肉
を

配
布
し
、
梅
の
花
ま
つ
り
へ
の
来

場
を
呼
び
か
け
、
ま
た
美
郷
の
す

ば
ら
し
さ
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

梅
の
花
ま
つ
り
を
Ｐ
Ｒ買い物客に梅の枝などを配布してPR

優勝した川田パンダースの選手と保護者のみな
さん

区間賞を獲得した選手のみなさん

２
月
５
日
、
市
総
合
ス
ポ
ー
ツ

運
動
場
で
、
吉
野
川
市
と
な
っ
て

初
め
て
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
駅
伝

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
オ
ー

プ
ン
参
加
を
含
め
１７
チ
ー
ム
が
参

加
し
、
１０
区
間
１０
㎞
を
走
り
抜
き

ま
し
た
。

風
が
ま
だ
ま
だ
冷
た
い
中
、
子

ど
も
た
ち
は
ほ
お
を
紅
潮
さ
せ
な

が
ら
、
一
本
の
タ
ス
キ
を
次
の
仲

間
に
必
死
で
つ
な
ぎ
ま
し
た
。

完
走
し
た
後
、
全
員
で
喜
び
を

か
み
し
め
あ
い
、
こ
の
大
会
を
通

し
て
さ
ら
に
チ
ー
ム
の
団
結
が
深

ま
っ
た
よ
う
で
す
。

成
績
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

優
　
勝

川
田
パ
ン
ダ
ー
ス

準
優
勝

山
瀬
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

第
三
位

鴨
島
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル

『
区
間
賞
』

▼
１
区
（
０.８
㎞
）
槇
納
彩
生
（
森

山
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ

ブ
）
▼
２
区
（
１.０
㎞
）
岡
本
直
弥

（
山
瀬
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
）
▼
３
区

（
１.０
㎞
）
岡
藤
夕
希
也
（
川
田
パ

ン
ダ
ー
ス
）
▼
４
区
（
１.０
㎞
）
大

谷
健
介
（
川
田
パ
ン
ダ
ー
ス
）
▼

５
区
（
１.２
㎞
）
粟
飯
原
将
人
（
山

瀬
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
）
▼
６
区
（
０.８

㎞
）
山
本
駿
（
山
瀬
フ
ァ
イ
タ
ー

ズ
）
▼
７
区
（
１.０
㎞
）
増
富
太
鳳

（
山
瀬
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
）
▼
８
区

（
１.０
㎞
）
吉
田
弥
樹
（
川
田
パ
ン

ダ
ー
ス
）
▼
９
区
（
１.０
㎞
）
小
川

雅
史（
鴨
島
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
）

▼
１０
区
（
１.２
㎞
）
中
谷
亮
太
（
川

田
パ
ン
ダ
ー
ス
）

２
月
４
日
、
ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
、第
２
回
吉
野
川
市
人
権
教

育
研
究
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

「
ひ
と
ご
と
」
か
ら
「
わ
が
ご

と
」
へ
、
と
い
う
テ
ー
マ
で
行
わ

れ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、
市
人
権
擁
護
委
員
・
市
人

権
啓
発
講
師
団
の
松
村
勝
子
さ
ん

が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
、

市
内
で
人
権
啓
発
活
動
を
し
て
い

る
パ
ネ
ラ
ー
４
人
と
人
権
に
つ
い

て
話
し
合
い
ま
し
た
。
パ
ネ
ラ
ー

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
実
践
を
通

し
て
の
提
言
を
切
々
と
語
り
ま
し

た
。会

場
の
観
客
に
発
言
を
求
め
た

と
こ
ろ
、
パ
ネ
ラ
ー
の
活
動
や
取

初
代
優
勝
川
田
パ
ン
ダ

ー
ス
！

〜
第
１
回
吉
野
川
市
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
駅
伝
大
会
〜

吉
野
川
市
人
権
教
育
研

究
大
会
開
催

り
組
み
に
つ
い
て
の
質
問
を
し
た

り
、
自
ら
の
体
験
や
思
い
を
発
言

さ
れ
た
り
す
る
方
が
次
々
と
現

れ
、
舞
台
の
パ
ネ
ラ
ー
と
会
場
に

集
ま
っ
た
観
客
が
一
体
と
な
り
ま

し
た
。

人
権
学
習
は
、
自
分
を
幸
福
に

す
る
自
分
自
身
の
た
め
の
学
習
で

あ
る
こ
と
を
確
認
し
あ
う
こ
と
が

で
き
た
研
究
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

山
川
町
翁
喜
台
地
区
に
翁
喜
台

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
完
成

し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
宝
く
じ
の
普
及
広
報

を
目
的
と
す
る
財
団
法
人
自
治
総

合
セ
ン
タ
ー
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
を
活
用
し
て
建
築
し
ま
し

た
。 翁

喜
台
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
が
完
成

パネルディスカッションの様子



市
長
寿
障
害
福
祉
課
障
害
福
祉
係

℡
○25
６
６
１
３

FAX
○25
６
６
６
６
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情
報
広
場 

４
月
１
日
か
ら
障
害
者
自
立
支

援
法
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

現
在
の
通
院
医
療
費
公
費
負
担
制

度
が
変
更
と
な
り
、
医
療
費
を
原

則
１
割
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

４
月
１
日
以
降
は
、新
た
に「
自

立
支
援
医
療
受
給
者
証
」
の
交
付

を
受
け
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
長
寿
障
害
福
祉
課
障
害

福
祉
係
（
川
島
庁
舎
１
階
）
で
お

早
め
に
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

①
印
鑑

②
保
険
証

▼
国
保
に
加
入
の
方→

国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
証

▼
社
会
保
険
に
加
入
の
方→

受
診

者
本
人
と
被
保
険
者
の
保
険
証

③
障
害
年
金
等
の
直
近
の
振
込
通

知
書
ま
た
は
振
込
金
額
が
分
か
る

お
知
ら
せ 

精
神
通
院
医
療
費
公
費

負
担
制
度
を
利
用
さ
れ

て
い
る
皆
さ
ん
へ

通
帳
等
の
写
し

④
課
税
証
明
書
（
市
民
税
の
課
税

額
が
分
か
る
証
明
書
）

市
長
寿
障
害
福
祉
課
障
害
福
祉
係

℡
○25
６
６
１
３

現
在
の
支
援
費
制
度
が
見
直
さ

れ
、
障
害
の
あ
る
方
が
利
用
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
し
、
い
っ
そ

う
の
推
進
を
図
る
た
め
、
障
害
者

自
立
支
援
法
が
施
行
さ
れ
ま
す
。

障
害
者
自
立
支
援
法
の
ポ
イ
ン
ト

①
障
害
の
種
別
に
か
か
わ
ら
ず
、

障
害
の
あ
る
方
が
必
要
と
す
る
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
仕
組

み
を
一
元
化
し
、
施
設
・
事
業
が

再
編
さ
れ
ま
す
。

②
利
用
料
は
原
則
１
割
負
担
と
な

り
ま
す
が
、
利
用
者
の
負
担
能
力

に
応
じ
た
月
額
上
限
額
が
設
定
さ

れ
ま
す
。
ひ
と
月
に
利
用
し
た
サ

ー
ビ
ス
量
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ

以
上
の
負
担
は
生
じ
ま
せ
ん
。

③
公
正
で
透
明
性
の
あ
る
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
た
め
「
審
査
会
」

を
設
置
し
、
障
害
程
度
区
分
の
判

定
を
行
い
ま
す
。

そ
の
他
、
詳
し
い
こ
と
に
つ
い

て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

る
手
続
き
が
必
要
で
す
。

農
地
以
外
に
利
用
す
る
例
と
し

て
は
、
農
家
用
住
宅
、
子
ど
も
が

分
家
す
る
た
め
の
住
宅
（
宅
地
）、

資
材
置
場
、
駐
車
場
、
農
業
用
施

設
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
農
地
以
外

に
利
用
す
る
方
は
、
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
申
請
書
は
、
農
業
振
興

課
（
市
役
所
２
階
）
に
備
え
付
け

て
い
ま
す
。

受
付
期
間

４
月
３
日
（月）
〜
２８
日

（金）
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

市
農
業
振
興
課

℡
○22
２
２
２
８

県
保
健
福
祉
部
保
健
福
祉
政
策
課

℡
０
８
８
（
６
２
１
）
２
１
７
９

児
童
手
当
は
、
小
学
校
第
３
学

年
修
了
前
の
児
童
を
養
育
・
監
護

し
て
い
る
方
に
手
当
を
支
給
す
る

こ
と
で
、
児
童
の
健
全
育
成
・
資

質
向
上
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
請
求
手
続
き
を

し
、
条
件
を
満
た
す
こ
と
に
よ
っ

て
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
過
去
に
所
得
制
限
に
よ
り

手
当
を
受
け
ら
れ
て
い
な
い
方
で

も
、
所
得
の
状
況
が
変
化
し
、
所

得
要
件
を
満
た
し
て
い
れ
ば
受
給

で
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

お
心
あ
た
り
の
あ
る
方
は
、
子

育
て
支
援
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

市
子
育
て
支
援
課
児
童
母
子
福
祉
係

℡
○25
６
６
１
４

４
月
１
日
、
障
害
者
自
立

支
援
法
が
施
行
さ
れ
ま
す

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

受
け
付
け
・
問
い
合
わ
せ

農
用
地
区
域
内
の
農
地
を
農
地

以
外
に
利
用
す
る
場
合
に
は
、
農

業
委
員
会
へ
転
用
の
申
請
を
す
る

前
に
、
農
用
地
区
域
か
ら
除
外
す

問
い
合
わ
せ

農
地
を
農
地
以
外
に
利
用

す
る
場
合
は
手
続
き
を
！

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

児
童
手
当
の
手
続
き

保
健
所
の
名
称
が
変
わ

り
ま
す
！

問
い
合
わ
せ

平
成
18
年
３
月
31
日
ま
で

①
日
和
佐
保
健
所

②
鴨
島
保
健
所

③
穴
吹
保
健
所

④
池
田
保
健
所

平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら

①
美
波
保
健
所

②
吉
野
川
保
健
所

③
美
馬
保
健
所

④
三
好
保
健
所

月ごとの利用者負担

区分 世帯の収入状況 月額負担上限額

生活保護 生活保護受給世帯 0円

低所得１
市町村民税非課税世帯で、サービスを利
用するご本人の収入が80万円以下の方

15,000円

低所得２

市町村民税非課税世帯
例）３人世帯で障害基礎年金１級受給の場合、
おおむね300万円以下の収入
例）単身世帯で障害基礎年金以外の収入がおお
むね125万円以下の収入

24,600円

一　　般 市町村民税課税世帯 37,200円



示
す
と
い
う
新
し
い
労
働
紛
争
解

決
制
度
で
す
。

徳
島
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務
課

℡
０
８
８
（
６
５
２
）
３
１
４
１

３
月
は
介
護
保
険
料
第
５
期

（
普
通
徴
収
の
方
）
の
納
付
月
で

す
。
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

納
期
限
　
　
３
月
31
日
（金）

市
長
寿
障
害
福
祉
課
介
護
保
険
係

℡
○25
６
６
１
３

石
綿
に
さ
ら
さ
れ
る
業
務
に
従

事
し
て
い
た
方
で
、現
在
、原
発
性

肺
が
ん
、
中
皮
腫
等
を
発
症
し
て

お
り
、
そ
れ
が
業
務
に
よ
る
原
因

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、

労
災
補
償
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

徳
島
労
働
局
労
働
基
準
部
労
災
補

償
課

℡
０
８
８
（
６
５
２
）
９
１
４
４

【
海
上
保
安
大
学
校
学
生
】【
気
象

大
学
校
学
生
】

▼
受
付
／
８
月
２４
日
（木）
〜

９
月
５
日
（火）

▼
試
験
日
／
１０
月
２８
日
（土）

２９
日
（日）

人
事
院
四
国
事
務
局
第
二
課
試
験
係

℡
０
８
７
（
８
３
１
）
４
７
６
５

人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.jinji.go.jp/

平
成
１８
年
４
月
か
ら
、
労
働
関

係
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
を
迅
速
、

適
正
か
つ
実
効
的
に
解
決
す
る
た

め
の
労
働
審
判
制
度
が
始
ま
り
ま

す
。

◆
労
働
審
判
制
度
と
は

労
働
審
判
官
（
裁
判
官
）
１
人

と
労
働
関
係
の
専
門
家
で
あ
る
労

働
審
判
員
２
人
の
計
３
人
で
構
成

さ
れ
た
労
働
審
判
委
員
会
が
、
解

雇
の
効
力
に
関
す
る
紛
争
な
ど
、

事
業
主
と
個
々
の
労
働
者
と
の
間

に
生
じ
た
紛
争
を
、
３
回
以
内
の

期
日
で
審
理
し
、
適
宜
、
話
し
合

い
に
よ
る
解
決
で
あ
る
調
停
を
試

み
、調
停
が
ま
と
ま
ら
な
け
れ
ば
、

事
案
の
実
情
に
即
し
た
解
決
を
図

る
た
め
の
判
断
（
労
働
審
判
）
を
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広報よしのがわ15

「
徳
島
滞
納
整
理
機
構
」

が
４
月
１
日
に
発
足

吉
野
川
市
を
含
む
全
市
町
村
が

参
加
し
、
市
町
村
税
等
の
滞
納
整

理
を
共
同
で
処
理
す
る
一
部
事
務

組
合
「
徳
島
滞
納
整
理
機
構
」
を

平
成
１８
年
４
月
１
日
に
発
足
さ
せ

る
予
定
で
す
。

機
構
発
足
の
主
眼
は
、
そ
の
専

門
性
を
生
か
し
、
早
期
の
処
理
が

難
し
い
大
口
滞
納
事
案
や
困
難
事

案
な
ど
を
迅
速
か
つ
効
率
的
に
処

理
す
る
こ
と
で
市
町
村
税
等
の
徴

収
率
の
向
上
を
図
る
こ
と
、ま
た
、

納
税
に
対
す
る
不
公
平
感
を
取
り

除
き
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
税
に
対

す
る
ご
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

こ
と
に
あ
り
ま
す
。

市
税
務
課

℡
○22
２
２
１
５

問
い
合
わ
せ

平
成
１８
年
度
国
家
公
務
員
採
用

試
験
が
次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま

す
。

【
国
家
公
務
員
Ⅰ
種
】

▼
受
付
／
４
月
３
日
（月）
〜

４
月
１０
日
（月）

▼
試
験
日
／
４
月
３０
日
（日）

【
国
家
公
務
員
Ⅱ
種
】

▼
受
付
／
４
月
１４
日
（金）
〜

４
月
２５
日
（火）

▼
試
験
日
／
６
月
１８
日
（日）

【
国
税
専
門
官
】【
労
働
基
準
監
督

官
】【
法
務
教
官
】

▼
受
付
／
４
月
３
日
（月）
〜

４
月
１４
日
（金）

▼
試
験
日
／
６
月
１１
日
（日）

【
航
空
管
制
官
】

▼
受
付
／
７
月
１８
日
（火）
〜

８
月
１
日
（火）

▼
試
験
日
／
９
月
２４
日
（日）

【
海
上
保
安
学
校
学
生
（
特
別
）】

▼
受
付
／
４
月
３
日
（月）
〜

４
月
１０
日
（月）

▼
試
験
日
／
５
月
２１
日
（日）

【
国
家
公
務
員
Ⅲ
種
】

▼
受
付
／
６
月
２０
日
（火）
〜

６
月
２７
日
（火）

▼
試
験
日
／
９
月
３
日
（日）

【
刑
務
官
】

▼
受
付
／
７
月
１８
日
（火）
〜

８
月
１
日
（火）

▼
試
験
日
／
９
月
１７
日
（日）

【
入
国
警
備
官
】【
皇
宮
護
衛
官
】

【
航
空
保
安
大
学
校
学
生
】【
海
上

保
安
学
校
学
生
】

▼
受
付
／
７
月
１８
日
（火）
〜

８
月
１
日
（火）

▼
試
験
日
／
９
月
２４
日
（日）

国
家
公
務
員

採
用
試
験
日
程

問
い
合
わ
せ

労
働
審
判
制
度
が
始
ま

り
ま
す

高
校
卒
業
程
度

大
学
卒
業
程
度

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
方
は
、
所
得
の
申
告
相
談
時
に

国
保
保
険
証
の
更
新
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

所
得
の
申
告
相
談
時
に
更
新
が

で
き
な
か
っ
た
場
合
は
、
３
月
１６

日
以
降
次
の
と
お
り
更
新
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

【
税
務
署
で
所
得
税
の
確
定
申
告

を
さ
れ
た
方
】

国
保
保
険
証
、
印
鑑
、
確
定
申

告
を
し
た
こ
と
が
わ
か
る
書
類
を

持
参
し
、
税
務
課
（
市
役
所
１
階
）

ま
た
は
支
所
地
域
課
（
川
島
・
山

川
・
美
郷
）
で
更
新
し
て
く
だ
さ

い
。

【
所
得
の
申
告
が
済
ん
で
い
な
い
方
】

所
得
の
申
告
に
必
要
な
書
類
、

国
保
保
険
証
、
印
鑑
を
持
参
し
税

務
課
で
更
新
し
て
く
だ
さ
い
。

※
所
得
税
の
確
定
申
告
は
川
島
税

務
署
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

※
納
税
相
談
が
必
要
な
方
は
、
国

保
保
険
証
と
印
鑑
を
持
参
し
、
税

務
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

市
税
務
課
　

℡
○22
２
２
１
５

国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
の
更
新

問
い
合
わ
せ

３
月
は
介
護
保
険
料

の
納
付
月

問
い
合
わ
せ

石
綿
に
さ
ら
さ
れ
る
業

務
に
従
事
し
て
い
た
労

働
者
の
皆
さ
ん
へ

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ



【川島地区】
　9：30～　9：50　山田分館
10：00～10：20　山田西分館
10：30～11：00　神後分館駐車場
11：10～11：40　城山消防2分団詰所横

　1：00～　1：20　川島駅前
　1：30～　1：50　岡山朝日ヶ丘分館前
　2：00～　2：30　保養センター上桜駐車場
　2：40～　2：55　川島公民館駐車場
　3：05～　3：20　川島小学校東側駐車場
　3：30～　3：50　山本商店前（久保田）
　4：00～　4：15　こだま会館駐車場

10：00～10：20　高越神社前
10：30～10：45　東児島老人憩の家
10：50～11：10　猪井理髪店西側
11：20～11：50　三ツ島西公会堂

　1：00～　1：20　学西分館前
　1：30～　1：50　ぶどうセンター駐車場
　2：00～　2：20　楠本力氏宅北（吉本）
　2：30～　2：50　学島小学校駐車場
　3：00～　3：20　西児島分館
　3：30～　4：00　神後南分館前

　6：00～　8：00　市川島庁舎前

【鴨島地区】
　9：00～　9：15　千田公会堂
　9：30～　9：45　笠井純一氏宅付近
10：00～10：15　神島教育集会所
10：30～10：45　若宮神社
11：00～11：15　丸広木材（有）付近
11：30～11：45　多田商店前付近

　1：10～　1：25　大島鮮魚店前付近
　1：40～　1：55　三谷寺
　2：10～　2：25　善正寺
　2：40～　2：55　林正道氏宅前付近
　3：10～　3：25　高白集会所
　3：40～　3：55　上浦老人憩の家
　4：10～　4：30　呉郷公園

　9：00～　9：25　松家健二郎氏宅前付近
　9：40～　9：55　西岡弁当店付近
10：10～10：25　大西一雄氏宅前付近
10：40～10：55　笠井茂橘氏宅前付近
11：10～11：45　持福寺

　1：00～　1：15　敷地公会堂
　1：30～　1：55　西麻植会館
　2：10～　2：25　四宮米穀店前付近
　2：40～　2：55　多津美公会堂
　3：20～　3：40　江川・鴨島公園
　3：50～　4：10　野田自動車前付近

　9：00～　9：25　春日免神社
　9：40～　9：55　桑田工務店前付近
10：10～10：25　内原老人憩の家
10：40～10：55　友成壯輔氏宅付近
11：10～11：25　八幡神社
11：40～11：55　先須賀公会堂

　1：10～　1：25　牛島集会所（麻植塚駅北）
　1：40～　1：50　鎮守神社
　2：05～　2：20　若宮八幡神社
　2：35～　3：05　西麻植駅前西消防詰所
　3：20～　3：40　旧麻植郡農協西尾支所

　9：00～　9：20　牛島駅前
　9：35～　9：55　牛島地区公民館
10：10～10：35　旧麻植郡農協森山支所
10：50～11：15　飯尾敷地小学校
11：30～11：55　飯尾敷地コミュニティセンター

　1：10～　1：35　西麻植地区公民館
　1：50～　2：15　知恵島小学校
　2：30～　2：55　文化研修センター
　3：10～　3：35　松島呉服店北側付近

　5：30～　8：00　市役所前

飼い犬の登録と狂犬病予防注射
　
狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、犬
の
飼
い
主
は
、「
飼
い
犬
を
登

録
す
る
こ
と（
生
涯
1
回
）」
、「
年
1
回
狂
犬
病
予
防
注
射

を
受
け
さ
せ
る
こ
と
」
、「
つ
な
い
で
飼
う
こ
と
」
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
18
年
度
は
次
の
日
程
表
の
と
お
り
、犬
の
新
規
登
録

と
狂
犬
病
予
防
注
射
を
実
施
し
ま
す
の
で
、必
ず
受
け
さ
せ

て
く
だ
さ
い
。

　
飼
い
犬
の
死
亡
、所
在
地
の
変
更
、飼
い
主
変
更
な
ど
が

あ
っ
た
場
合
は
、そ
の
都
度
届
け
出
が
必
要
で
す
。

　
　
　
　
登
録
手
数
料（
生
涯
1
回
）　
3
0
0
0
円

　
　
　
　
注
射
手
数
料
　
　
　
　
　
　
3
0
0
0
円

犬の登録・平成犬の登録・平成1818年度年度
狂犬病予防注射日程表狂犬病予防注射日程表

■ 問い合わせ　市環境衛生課　　 22 2230 ■

4
月
10
日（
月
）

4
月
11
日（
火
）

4
月
18
日（
火
）

4
月
19
日（
水
）

4
月
20
日（
木
）

4
月
24
日（
月
）

4
月
25
日（
火
）

4
月
26
日（
水
）

4
月
27
日（
木
）

4
月
12
日（
水
）

4
月
13
日（
木
）

【美郷地区】
　9：35～　9：45　蘓鐵本サツキ氏宅前
　9：55～10：10　穴山榮勇氏宅前
10：15～10：25　後藤孝洋氏宅前
10：40～11：05　伊井好春氏宅裏
11：15～11：25　八幡神社前
11：30～11：50　中枝老人憩の家前

　1：15～　1：25　西村弘氏宅裏
　1：30～　1：40　横石文夫氏宅前
　1：50～　2：05　明石孝氏宅下
　2：15～　2：30　和泉公克氏宅裏
　2：45～　2：55　和泉保昌氏宅下
　3：15～　3：25　竹前晴夫氏宅裏
　3：35～　3：45　東出實子氏宅裏
　3：55～　4：05　武岡正昭氏宅前
　4：10～　4：20　市美郷庁舎前

　9：20～　9：40　猪本光一氏宅前
　9：50～10：00　丸尾ウリコ氏宅裏
10：15～10：25　古谷幸氏宅横
10：35～10：45　藤川昌信氏宅下
10：55～11：10　東山小学校前
11：15～11：25　北地儀一郎氏宅前
11：30～11：40　芝　正明氏宅前
11：45～11：55　平山土建（株）横

　1：20～　1：30　新開義明氏宅前
　1：40～　1：50　久保忠敏氏宅裏
　2：00～　2：10　藤岡茂利氏宅裏
　2：25～　2：40　明石恭一氏宅前
　2：50～　3：00　早雲明晴氏宅前
　3：10～　3：25　旧麻植郡農協美郷支所前
　3：35～　3：40　市美郷庁舎前

【山川地区】
　9：30～　9：40　ほたる川第2団地A棟前
　9：50～10：10　石川オート横
10：20～10：30　忌部農業構造改善センター前
10：40～11：00　元木会館前
11：10～11：30　山瀬駅前

　1：00～　1：15　麻植郡農協山川支所前
　1：25～　1：40　八坂会館前
　1：50～　2：10　青木大師堂前
　2：20～　2：40　瀬詰八幡神社内
　2：50～　3：20　北村農業構造改善センター駐車場
　3：30～　3：50　三島地蔵堂前

　9：30～10：00　奥川田消防詰所前
10：20～10：30　山口嘉雄氏宅前
10：50～11：05　藤川政男商店前
11：15～11：30　旗見集会所前

　1：00～　1：20　川東南ゴミ集積所前
　1：30～　1：40　川東農業構造改善センター前
　1：50～　2：00　川田小学校前
　2：10～　2：30　麦原大師堂前
　2：40～　2：50　宮地集会所前
　3：00～　3：20　日吉神社内
　3：30～　3：50　湯立会館前

　9：30～　9：40　中御前神社内
　9：50～10：20　旧麻植郡農協川田支所前
10：30～10：40　徳島鶏卵株式会社前
10：50～11：00　村雲神社前
11：10～11：30　野郷神社内

　1：00～　1：20　川田西小学校前
　1：30～　1：50　川田駅前
　2：00～　2：20　舟戸西中央集会所前
　2：30～　2：45　大坪商店前
　2：55～　3：10　西福寺前
　3：20～　3：50　市山川庁舎前

犬の登録・平成18年度
狂犬病予防注射日程表
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前
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後
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前
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午
　
　
後

午
　
前

午
　
　
後

午
　
　
後

午
　
　
前

午
　
前

午
　
　
後

午
　
前

午
　
　
後

午
　
　
前

午
　
　
後

午
　
　
前

午
　
　
後

午
　
　
前

午
　
　
後

午
　
　
前

午
　
　
後
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●
交
通
遺
児
等
へ
育
成
資
金
貸
し
付
け

義
務
教
育
終
了
ま
で
育
成
資
金

が
無
利
子
で
借
り
ら
れ
ま
す
。

対
象
者

自
動
車
事
故
に
よ
り
死

亡
、
ま
た
は
重
度
後
遺
障
害
が
残

っ
た
方
の
お
子
さ
ん
で
、
義
務
教

育
終
了
前
の
児
童

貸
付
金
額

一
時
金

毎
月

入
学
支
度
金
４
万
４
０
０
０
円

返
済
期
間

中
学
卒
業
後
２０
年
以

内
（
高
校
・
大
学
等
に
進
学
す
る

場
合
は
、
卒
業
ま
で
猶
予
）

●
重
度
後
遺
障
害
者
へ
介
護
料

支
給

対
象
者

自
動
車
事
故
が
原
因

で
、
脳
・
脊
髄
ま
た
は
胸
腹
部
臓

器
を
損
傷
し
重
度
の
後
遺
障
害
を

持
つ
た
め
、
常
時
ま
た
は
随
時
の

介
護
が
必
要
な
状
態
で
あ
る
方

支
給
金
額

①
常
時
の
介
護
が
必
要
な
方
の
う

ち
、
「
重
度
後
遺
障
害
診
断
書
」

で
症
状
が
「
最
重
度
」
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
た
方

月
額
６
万
８
４
４
０
円
〜
１３
万
６

８
８
０
円

交
通
遺
児
等
育
成
資
金

貸
付
・
重
度
後
遺
障
害

者
介
護
料
支
給

「
貸
し
ま
す
詐
欺
」
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

②
①
以
外
で
常
時
の
介
護
が
必
要

な
方

月
額
５
万
８
５
７
０
円
〜
１０
万
８

０
０
０
円

③
随
時
の
介
護
が
必
要
な
方

月
額
２
万
９
２
９
０
円
〜
５
万
４

０
０
０
円

独
立
行
政
法
人

自
動
車
事
故
対
策
機
構
徳
島
支
所

℡
０
８
８
（
６
３
１
）
７
７
９
９

技
能
検
定
は
、
職
業
能
力
開
発

促
進
法
に
基
づ
き
、
技
能
者
の
皆

さ
ん
が
も
っ
て
い
る
技
能
の
程
度

を
一
定
の
基
準
で
検
定
し
、
公
証

す
る
国
家
検
定
制
度
で
す
。

試
験
は
、
職
種
に
よ
っ
て
特

級
・
１
級
・
２
級
・
３
級
お
よ
び

単
一
等
級
に
区
分
し
、
実
技
と
学

科
の
試
験
を
行
い
ま
す
。

職
種

園
芸
装
飾
、
金
属
熱
処

理
、
造
園
な
ど
２９
職
種

申
込
方
法

４
月
４
日
（火）
か
ら
１４

日
（金）
ま
で
に
、徳
島
県
職
業
能
力
開

発
協
会
、テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル（
徳
島
・

阿
南
・
西
部
）、鳴
門
地
域
職
業
訓

練
セ
ン
タ
ー
、牟
岐
町
商
工
会
の
い

ず
れ
か
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

徳
島
県
職
業
能
力
開
発
協
会

℡
０
８
８
（
６
６
３
）
２
３
１
６

最
近
、
大
手
金
融
機
関
な
ど
を

装
っ
て
、「
お
金
を
貸
し
ま
す
」
と

い
っ
た
内
容
の
偽
物
ダ
イ
レ
ク
ト

メ
ー
ル
や
携
帯
メ
ー
ル
な
ど
を
送

り
つ
け
て
、
保
証
金
や
保
険
金
名

目
で
お
金
を
だ
ま
し
取
る
新
手
の

手
口
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
詐
欺
行
為
を

「
貸
し
ま
す
詐
欺
」
と
い
い
ま
す
。

被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う
十
分
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

■
取
引
関
係
の
な
い
と
こ
ろ
か
ら

突
然
送
ら
れ
て
く
る
「
お
金
貸
し

ま
す
」
と
の
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー

ル
・
携
帯
メ
ー
ル
に
注
意
。
低
金

利
で
、
し
か
も
高
額
を
貸
し
付
け

る
か
の
よ
う
な
広
告
に
注
意
。

■
「
貸
し
ま
す
詐
欺
」
か
も
し
れ

な
い
と
感
じ
た
ら
、
送
金
の
前
に

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

「
貸
し
ま
す
詐
欺
」
被
害
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン（
東
京
都
貸
金
業
対
策
課
）

℡
０
３
（
５
３
２
０
）
４
７
７
５

（
平
日
の
午
前
９
時
〜
正
午
、
午

後
１
時
〜
４
時
３０
分
。
夜
間
・
休

日
は
留
守
番
電
話
の
「
受
付
ダ
イ

ヤ
ル
」
に
な
り
ま
す
）

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

技
能
検
定
試
験

だ
ま
さ
れ
な
い
た
め
に

問
い
合
わ
せ

スポーツ安全保険
スポーツ安全保険は、スポーツ・文化・ボランティア活動などの団体活動を行う５人以上のグループを対象とし、

団体活動やその往復中の傷害事故および賠償責任を負う事故を補償するものです。
心臓まひなどの突然死（急性心不全、脳内出血など）の場合には、共済見舞金が支払われます。
加入用紙・保険資料は、体育文化振興課（山川庁舎１階）、支所地域課（鴨島・川島・美郷）、体育館（鴨島・川

島・山川）、ふるさとセンター、徳島銀行各支店などに備えています。
市体育文化振興課　℡○42 4117問い合わせ

〈対象となる事故〉★グループ活動中の事故　★往復中の事故
〈保　険　期　間〉平成１８年４月１日午前０時から翌年３月３１日午後１２時まで（申込受付は平成１８年３月から）

団
体 対　象

加入
区分

掛　　金
（１人年額）

対　象　範　囲
傷　害　保　険

死　亡 後遺障害 入　院 通　院
賠償責任保険
（支払限度額）

共済見舞金

子
ど
も
の
団
体

大
人
の
団
体

・中学生以下の子ども
・スポーツ活動を行わない大人

（高校生以上）

・中学生以下の子ども

・Ａ、ＡＷの子どもの指導・支
援として一緒にスポーツ活動
を行う大人（高校生以上）

・高校生以上の文化活動団体

・老人クラブなどの団体

・高校生以上のスポーツ活動団体

・危険度の高いスポーツ活動団体

Ａ

ＡＷ

ＡＣ

Ｃ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

500円

1,050円

1,000円

1,500円

500円

800円

1,500円

9,000円

団体活動中とその往復中

（学校管理下を除く。）

団体活動中とその往復中
（学校管理下を除く。）
上記以外の個人練習、個人活動など
（学校管理下を除く。）

団体活動中とその往復中

（学校管理下を除く。）

団体活動中とその往復中

（学校管理下を除く。）

2,000万円

2,100万円

100万円

1,000万円

2,000万円

2,000万円

600万円

2,000万円

500万円

3,150万円

150万円

1,500万円

3,000万円

3,000万円

900万円

3,000万円

750万円

5,000円

1,000円

2,500円

4,000円

4,000円

1,800円

4,000円

1,800円

2,000円

500円

1,000円

1,500円

1,500円

1,000円

1,500円

1,000円

3,000万円 4,000円 1,500円
身体賠償　１人　　　1億円

１事故　　5億円
財物賠償　１事故　500万円

（免責金額1,000円）
上記補償に身体財物賠償合算
で１事故500万円を加算
身体財物賠償合算
１事故500万円（責金額1,000円）

身体賠償　１人　　　1億円
１事故　　5億円

財物賠償　１事故　500万円
（免責金額1,000円）

身体賠償
１人　　　1億円
１事故　　5億円

（免責金額1,000円）
財物賠償

１事故　500万円
（免責金額1,000円）

突然死（急

性心不全脳

内出血等）

160万円

対象と
なりません
突然死（急
性心不全脳
内出血等）
160万円

突然死（急

性心不全脳

内出血等）

160万円

１５
万
５
０
０
０
円

２
万
円
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平成１８年４月1日から平成１９年３月３１日までに予防接種法および結核予防法に基づき吉野川市が実施する定期予
防接種の実施予定表です。
予防接種の対象となる方は、この予定表を保存して、接種計画を立てる時などにご利用ください。

平成18年度 吉野川市予防接種実施予定表

■子どもの予防接種 

※１平成18年３月31日以前に麻しん予防接種、風しん予防接種のどちらか一方または両方の接種を受けている方は、麻しん 
　風しん混合予防接種の対象者となりません。 
※２日本脳炎予防接種は、平成17年５月30日から定期予防接種としての接種勧奨が中止されています。また、中学校３年生 
　を対象に実施していた第Ⅲ期接種については、平成17年７月29日付けで廃止されました。 

平成18年 平成19年 

予防接種の種類 

集
団
接
種 

個
別
接
種 

ＢＣＧ 

ポリオ 

※１ 
麻しん風しん 
混合（MR） 

三種混合 
（DPT） 
二種混合 
（DT） 

※２ 
日本脳炎 

26（月） 
27（火） 
28（水） 
29（木） 
30（金） 

第Ⅱ期：小学校就学 
前の１年間にある方 

第Ⅰ期：生後36カ月 
　　 ～90カ月未満 
第Ⅱ期：小学校4～6年生 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

11（火） 16（火） 13（火） 12（水） 18（金） 14（木） 17（火） 14（火） 14（木） 16（火） 15（木） 16（金） 

20（金） 
23（月） 
24（火） 
25（水） 
26（木） 

5（月） 
6（火） 
7（水） 
8（木） 
9（金） 

対象年（月）齢 

生後３カ月～ 
           　６カ月未満 

生後３カ月～ 
　　　 90カ月未満 

第Ⅰ期：生後12カ月 
　　 ～24カ月未満 

第Ⅰ期：生後３カ月～ 
　　　 90カ月未満 

第Ⅱ期：小学校６年生 

再開時期未定 

○上記予定は、変更となる場合があります。変更があった場合は個人通知などでお知らせします。
○対象年(月)齢のお子さんでも、規定の接種を終えている方は対象となりません。冊子『予防接種と子どもの健康』
や、母子健康手帳の「予防接種の記録」欄でご確認ください。
○上記予防接種の対象となるお子さんには、実施期間前に個人通知でご案内します。通知が届かない場合や、通知
の内容に誤りがある場合は、健康推進課までご連絡ください。
○予防接種の通知は、実施期間の初日に対象年齢に達している方に送りますので、期間の途中で対象年(月)齢に達
する方で、接種を希望される方は健康推進課にご相談ください。
○転入された方（再転入を含む。）については、予防接種台帳に登録しなければ正確な通知をすることができませ
んので、転入前の接種履歴とともに健康推進課へ届け出てください。

○予防接種の通知が届いていても、接種の時点で吉野川市に住民票がない場合は、吉野川市の実施する予防接種を
受けることができません。転出先の市町村が実施する予防接種を受けてください。
○その他、ご不明な点があれば健康推進課までお問い合わせください。

◎平成17年度の麻しん予防接種、風しん予防接種の対象者の方で、まだ接種がお済みでない方は、平成18年３月31
日（金）まで期間を延長して実施していますので、期間中にかならず接種を受けてください。

○上記の予定は、変更する場合があります。
○個人通知はありませんので、ご注意ください。
○個人負担金等、実施内容の詳細については、実施時期前に『広報よしのがわ』でお知らせします。

問い合わせ　市健康推進課母子保健係　℡○25 6615

■高齢者の予防接種 
平成18年 平成19年 

予防接種の種類 

インフルエンザ 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 対象者 
65歳以上の方および 
60歳以上65歳未満の 
方で、厚生労働省令に 
定める障害のある方 
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各種健診のご案内 
　平成18年度の年間健診日程および各種健診の料金は、広報よしのがわ２月号（Ｖｏｌ.１７）に掲載していま
す。各種健診は、それぞれ年に１回だけ受診できますので、計画を立てて健診を受けましょう。 
基本健康診査の受診を希望される方へ 
　３月下旬に、平成１７年度に基本健康診査を受診した方と、平成１８年度中に４０･４５･５０･５５･６０･６５･７０歳
になる方に、基本健診受診券（桃色）をお送りします。その他の方で、受診を希望される方は、健康推進
課に申し込みください。受診券をお送りします。この受診券は、医療機関で基本健康診査を受診する際に
必要となりますので、紛失しないよう大切に保管してください。 
　集団健診（総合健診）と、日帰り健診で基本健康診査を受診される方は別途申し込みが必要となります
ので、必ず申込期間中に申し込みください。　 
　※対象者、健診料金等は、広報よしのがわ２月号（Vol.17）20ページの表でご確認ください。 

医療機関健診（基本健康診査・歯科検診・子宮がん検診） 

集団健診（総合健診） 

日帰り健診（送迎付） 

健診項目 

健 診 日 

実施場所 

申込期間 

４月20日（木） 

鴨島公民館 

３月24日（金）～４月６日（木） 

４月11日（火）･☆14日（金）･27日（木）、５月10日（水） 

４月12日（水）･25日（火） 

４月13日（木）･26日（水）、５月９日（火） 

５月11日（木） 

４月25日（火） 

川島老人福祉センター 

３月24日（金）～４月11日（火） 

４月28日（金） 

山川公民館 

３月24日（金）～４月14日（金） 

受診方法 

基本健康診査 

午前の健診の受付時間 
午前９時～11時 

午後の健診の受付時間 
午後１時～２時 

申し込みされた方に、受診券等をお送りします。 

申し込みされた方に、受診券等をお送りします。 

肝炎ウイルス検査 

子宮がん検診 

成人歯科（歯周疾患）検診 

実施期間／４月11日（火）～６月30日（金）　※診療時間内に受診してください。 
実施場所／市内指定医療機関（広報よしのがわ２月号または個人通知の案内をご参照ください） 

指定地区 

鴨　島 

川　島 

山　川 

美　郷 

実施日 

基本健診受診券（桃色）の裏面の問診票に必要事項をご記入の上、受診してください。
受診券が届いていない方、紛失された方は健康推進課にご連絡ください。 

基本健康診査、肝炎ウイルス検査、前立腺がん検診、胃がん検診、大腸がん検診 
※胃がん検診は、申込者が多数の場合、人数制限を設けることがあります。 

基本健診、肝炎ウイルス検査、前立腺がん検診、胃が
ん検診、大腸がん検診、肺がん・結核検診、子宮がん
検診、乳がん（マンモグラフィ併用）･甲状腺検診 

☆４月14日（金）は、婦人検診（子宮がん検診、乳
がん・甲状腺検診）がありません。 

子宮がん検診、骨粗しょう症検診（手の骨のレントゲン撮影）、乳がん（マンモグラフィ
併用）･甲状腺検診　　　※乳がん・甲状腺検診は１日60人までの人数制限があります。 

受診を希望する方は、健康推進課へ申し込みください。受診券をお送りします。 

過去に肝炎ウイルス検査を受けていない方で、検査を希望する方は、基本健診受診時
に医療機関の受付で申し出てください。 

実施場所／徳島県農村健康管理センター（阿波病院西隣） 
対 象 者／40歳以上（昭和42年３月31日以前生まれ）の方で、すべての健診項目を受診できる方。 
　　　　　※肝炎ウイルス検査、前立腺がん検診、子宮がん検診、乳がん（マンモグラフィ併用）･甲状腺検診
　　　　　　については、対象者となる方のみ受診してください。 
募集人数／１日約40人（乳がん・甲状腺検診は１日20人まで） 
申込期間／3月８日（水）～22日（水） ※募集人数を超える申し込みがあった場合は、キャンセル待ちとなります。 
※指定地区について 
　送迎バスは、指定地区内のみの運行となりますので、各実施日に割り当てられた指定地区にお住まいの方か
ら優先的に申し込みを受け付けます。申込期間終了後、人数に余裕がある場合は、指定地区外の方も受診でき
ます。ただし、送迎バスは巡回しませんので、直接農村健康管理センターまでお越しください。 

申し込み・問い合わせ　市健康推進課成人保健係　　25 ６６１５ 



食生活改善推進員養成講座受講生募集食生活改善推進員養成講座受講生募集
～あなたもヘルスメイトになりませんか～

食生活改善推進員養成講座受講生募集

3月・4月の健康相談・健康（運動）教室

　栄養や食生活、運動、心の健康について楽しく学習しながら健康づくりの知識を深め、受講修了後に食生活改善
のボランティアとして活動していただける方のご応募をお待ちしています。
対 象 者　市内に住民票がある20歳以上65歳未満（昭和17年4月1日から昭和62年3月31日までに生まれた方）で、

1年間を通じて講座に参加できる方
募集人員　32人　　　　　  参 加 費　無料          
実施場所　川島公民館　　　受付期間　4月3日（月）～12日（水）
申込方法　受付期間中に健康推進課成人保健係へ電話で申し込みください。
実施日程・講座内容

準備物　エプロン、三角きん、米１合、筆記用具、計算機
※ご希望の方には、血圧測定・尿検査などを行います。
※日程・内容については、変更することがあります。

毎週（月）～（金）（祝日を除く）10：00～11：00
鴨島老人福祉センター
　（４月からセンターでの相談は休止します。）

市健康推進課　　25 ６６１５申し込み・問い合わせ

●開講式　●講演「生活習慣病とは？」さくら診療所　渡部豪医師
●調理実習に関しての注意　●食生活改善推進員の活動について５月26日（金）13：00～15：30

実施日時 内　　容

●肥満予防のポイント　～自分の標準体重・必要エネルギーを計算しよう～
●バランスのとれた食事について　●調理実習６月21日（水）９：00～15：00

●糖質について～食べ物の流れを知ろう～　●ジュースの糖度測定　●調理実習７月11日（火）９：00～15：00

●献立のたて方　●調理実習
●運動について～阿波踊り体操をやってみよう～　徳島大学　田中俊夫助教授10月20日（金）９：00～15：00

●減塩のポイント・みそ汁の塩分濃度測定　●調理実習
●講演「循環器疾患の予防について」徳島大学大学院　中屋豊教授11月15日（水）９：00～15：00

●吉野川市民の健康状況を知ろう・自分たちでできる健康度アップの方法を考えよう
●体脂肪測定　●調理実習12月12日（火）９：00～15：00

●高齢者の食事のポイント　●高齢者の身体について知ろう
●食生活改善推進員加入について　●調理実習１月16日（火）９：00～15：00

●脂質のとり方８月７日（月）９：00～11：00
●たんぱく質のとり方　●ビタミンについて知ろう　●体脂肪測定　●調理実習９月12日（火）９：00～15：00

●講座の反省会　●閉講式２月５日（月）13：00～15：00

栄養相談  …あらかじめ健康推進課までお電話ください。（　 ２５ ６６１５）３月１４日（火）１０：００～１１：００　４月から栄養相談は休止します。

健康体操  …３月１４日（火）・２８日（火）の午後２時～午後３時／山川公民館

歩け歩けサークル …３月１３日（月）・２０日（月）・２７日（月）の午前９時３０分～１０時３０分／山川公民館に集合

３
　
月

４
月

8
9

13

14

15

16

17

20
22

24

27

28

日
水
木

月

火

水

木

金

月
水

金

月

火

曜日
９：30～10：00（受付）
９：30～10：30
10：00～11：00
10：00～11：00
10：00～11：00
９：00～９：30（受付）
10：00～11：00
13：30～14：30
13：30～14：30
９：30～10：30
９：30～10：30
９：30～10：30
９：30～11：00
９：30～10：30
９：30～10：30
13：30～14：30
９：30～10：30
９：30～10：30
９：30～10：30
13：30～14：30
10：00～11：00
13：30～14：30
13：30～14：30
９：30～10：30
10：00～11：00
10：00～11：00
13：30～14：30

時　　間
川島公民館近久分館
中部農業構造改善センター
鴨島南部老人憩の家
多津美公会堂
山川公民館
川島公民館学西分館
鴨島老人福祉センター
立石公会堂
牛島集会所
川島老人福祉センター
中古井広域集落センター
こだま会館
森山地区公民館
三ツ島西公会堂
東部集落センター
中枝老人憩の家
川島公民館
川島公民館敷地分館（旧敷地集会所）
鍛冶屋敷公会堂
東山老人憩の家
牛島地区公民館
上浦老人憩の家
知恵島老人憩の家
川島公民館山田分館
喜来老人憩の家
鴨島老人福祉センター
西川田福祉センター

川島
山川
鴨島
鴨島
山川
川島
鴨島
川島
鴨島
川島
美郷
川島
鴨島
川島
美郷
美郷
川島
川島
川島
美郷
鴨島
鴨島
鴨島
川島
鴨島
鴨島
山川

場　　所 地区
健康相談 
健康相談  
健康相談＋体脂肪率測定
健康相談 
健康相談 
健康相談 
健康相談＋理学療法士による相談
健康相談 
健康相談 
健康相談 
健康相談＋体脂肪率測定 
健康相談 
健康相談
健康相談 
健康相談
健康相談＋体脂肪率測定
健康相談 
健康相談＋運動教室
健康相談 
健康相談＋運動教室 
健康相談＋体脂肪率測定
健康相談＋体脂肪率測定
健康相談  
健康相談  
健康相談＋体脂肪率測定
健康相談＋理学療法士による相談
健康相談

内　　　容

6
7
11
13
14

日
木
金
火
木
金

曜日
10：00～11：00
９：30～10：30
10：00～11：00
９：30～10：30
10：00～11：00

時　　間
鴨島南部老人憩の家
三ツ島西公会堂
多津美公会堂
中部農業構造改善センター
喜来老人憩の家

鴨島
川島
鴨島
山川
鴨島

場　　所 地区
健康相談 
健康相談  
健康相談
健康相談 
健康相談

内　　　容
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ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
導

入
が
完
了
し
、
図
書
検
索
端
末
を

各
館
（
室
）
に
設
置
し
ま
し
た
。

画
面
に
直
接
触
れ
る
だ
け
の
簡
単

な
操
作
で
市
内
４
つ
の
図
書
館

（
室
）
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
、
す

べ
て
の
図
書
や
雑
誌
等
の
検
索
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

図
書
だ
よ
り 

蔵
書
検
索
が
簡
単
に
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

鴨
島
図
書
室（
鴨
島
公
民
館
内
）

℡
○24
５
１
１
１

◆
開
館
時
間

午
前
１０
時
〜
午
後
６
時

◆
３
月
・
４
月
の
休
館
日

水
曜
日
、祝
日
、月
末
資
料
整
理

日
（
３
月
３１
日
（金）
、
４
月
２８
日
（金）
）

◆
川
島
読
書
ク
ラ
ブ
例
会

３
月
９
日
（木）
、
４
月
１３
日
（木）
午
後

１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分
／
図
書
館

２
階

読
書
に
興
味
の
あ
る
方
は
、
い
つ

で
も
ど
う
ぞ
！

◆
学
読
書
会

３
月
１１
日
（土）
、
４
月
８
日
（土）
午
後

１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分
／
川
島
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
開
室
時
間

午
前
１０
時
〜
午
後

６
時
（
土
・
日
曜
日
は
正
午
〜
午

後
１
時
ま
で
閉
室
し
ま
す
）

◆
３
月
・
４
月
の
休
室
日

火
曜
日
、
祝
日
、
年
度
末
図
書
整

理
期
間（
３
月
２２
日
（水）
〜
３１
日
（金）
）

◆
絵
本
と
お
は
な
し
の
会

毎
月
第
２
土
曜
日
午
前
１０
時
３０
分

か
ら
／
鴨
島
公
民
館
２
階
絵
本

室
／
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
エ
プ

ロ
ン
シ
ア
タ
ー
、
手
作
り
大
型
紙

芝
居
な
ど
。

◆
新
刊
情
報

『
聖
（
セ
ン
ト
）
ジ
ェ
ー
ム
ス
病
院
』

久
間
十
義
　
著

『
細
野
真
宏
の
世
界
一
わ
か
り
や
す

い
株
の
本
』

細
野
真
宏
　
著

『
被
弾
』

阿
木
慎
太
郎
　
著

『
ツ
チ
ヤ
教
授
の
哲
学
講
義
』

土
屋
賢
二
　
著

『
春
朗
合
わ
せ
鏡
』
高
橋
克
彦
　
著

『
ア
ク
ア
ポ
リ
ス
Ｑ
』津

原
泰
水
　
著

◆
西
山
欣
子
展

イ
ラ
ス
ト
と
コ

ト
バ
・
色
鉛
筆

画３
月
１６
日
（木）
〜

４
月
１１
日
（火）
午

前
１０
時
〜
午
後

６
時
／
図
書

館
１
階
ロ
ビ
ー

◆
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

親
子
で
作
ろ
う
『
と
び
出
す
カ
ー

ド
』
西
山
欣
子
さ
ん
が
教
え
て
く

れ
ま
す
！

３
月
２６
日
（日）
午
後
１
時
３０
分
〜
３

時
３０
分

◆
開
室
時
間

午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
正
午
〜
午
後
１
時
ま
で
閉

室
し
ま
す
）

◆
３
月
・
４
月
の
休
室
日

木
曜
日

◆
開
館
時
間

午
前
１０
時
〜
午
後
６
時

◆
３
月
・
４
月
の
休
館
日

月
曜
日
、
祝
日
、
月
末
図
書
整
理

日（
３
月
３１
日
（金）
、４
月
２８
日
（金）
）、

年
間
図
書
整
理
日
（
３
月
７
日
（火）

〜
１６
日
（木）
）

◆
お
は
な
し
会

４
月
８
日
（土）
の
午
後
１
時
３０
分
か

ら
（
約
３０
分
間
）
※
３
月
１１
日
（土）

は
お
休
み
で
す
。

山
川
図
書
館
　
　
℡
○42
５
２
２
２

『
魔
女
の
笑
窪
』

大
沢
在
昌
　
著

『
讃
歌
』

篠
田
節
子
　
著

『
劫
火
　
上
・
下
』

西
村
健
　
著

『
お
子
さ
ま
ラ
ン
チ
と
お
べ
ん
と

う
』

吉
田
瑞
子
　
著

『
レ
タ
ス
・
フ
ラ
イ
』

森
博
嗣
　
著

『
千
手
観
音
の
謎
』
平
岩
弓
枝
　
著

『
ウ
ィ
ー
ン
の
冬
』
春
江
一
也
　
著

◆
児
童
書
・
絵
本

『
コ
ロ
ち
ゃ
ん
の
だ
れ
だ
ろ
う
？
』

エ
リ
ッ
ク
・
ヒ
ル
　
著

『
ガ
シ
ガ
シ
ね
ず
み
く
ん
』

五
味
太
郎
　
著

『
ア
ン
パ
ン
マ
ン
と
ら
ー
め
ん
て
ん

し
』

や
な
せ
た
か
し
　
著

美
郷
図
書
室（
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
内
）

℡
○43
２
８
１
１

◆
映
画
会

３
月
１８
日
（土）
、
４
月
１
日
（土）
・
１５

日
（土）
の
午
後
１
時
３０
分
か
ら
（
約

２
時
間
）

◆
図
書
館
つ
う
し
ん
（
４
月
１
日

発
行
）
新
着
図
書
案
内
・
行
事
予

定
な
ど
を
掲
載
。
各
館
・
室
で
配

付
し
て
い
ま
す
。

川
島
図
書
館
　
　
℡
○25
３
１
４
１

●
新
刊
は
、
ほ
か
に
も
た
く
さ
ん
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
各
館
・
室
の
新
刊

コ
ー
ナ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
読
み
た
い
本
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
場

合
は
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
本
の
予
約
や
リ
ク
エ
ス
ト
は
各
館
・

室
で
、
い
つ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
山
川
・
川
島
図
書
館
の
県
立
図
書
館
協
力
車
巡
回
日

３
月
１０
日
（金）
・
１７
日
（金）
・
２４
日
（金）
・
３１
日
（金）

図書検索端末



険
料
が
５０
円
割
引
に
な
り
ま
す
。

（
平
成
１８
年
４
月
分
か
ら
）
早
割

を
申
請
す
る
と
、
翌
月
末
の
初
回

口
座
振
替
時
に
２
カ
月
分
の
保
険

料
（
申
請
月
分
の
定
額
保
険
料
と

申
請
翌
月
分
の
割
引
さ
れ
た
保
険

料
）
が
引
き
落
と
さ
れ
、
そ
の
後

毎
月
の
保
険
料
が
割
引
額
で
引
き

落
と
さ
れ
ま
す
。

●
口
座
振
替
日
は
４
月
末
日
（
本

年
は
４
月
３０
日
が
休
日
の
た
め
５

月
１
日
）
で
す
。
申
請
は
、
口
座

を
お
持
ち
の
金
融
機
関
・
郵
便
局

や
社
会
保
険
事
務
所
で
で
き
ま
す

が
、
平
成
１８
年
４
月
か
ら
の
１

年
・
６
カ
月
前
納
に
つ
い
て
は
３

月
初
旬
ま
で
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ

い
。
３
月
中
旬
以
降
に
な
る
と
き

は
３
月
２０
日
ま
で
に
直
接
社
会
保

険
事
務
所
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
す
で
に
口
座
振
替
や
早
割
を
さ

れ
て
い
る
方
は
改
め
て
申
請
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
半
額
免
除
の
承
認
を
受
け
て
い

る
方
は
早
割
で
の
口
座
振
替
の
ご

利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

４
月
か
ら
次
の
日
程
で
年
金
相

談
を
行
い
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方

は
、
年
金
手
帳
・
年
金
証
書
（
受

ま
ち
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員

会
　
　
℡
○24
３
７
２
５
（
鎌
田
）

と
き

３
月
１９
日
（日）
午
前
９
時
３０

分
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ

川
島
庁
舎
お
よ
び
川
島

体
育
館
・
体
育
館
前
駐
車
場

内
容

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
笑
福
亭
学

光
さ
ん
に
よ
る
記
念
講
演
会
・
体
験

広
場
・
福
祉
作
業
所
等
作
品
展
示
販

売
・
食
の
広
場
・
子
ど
も
広
場
な
ど
。

市
社
会
福
祉
協
議
会℡

○42
２
０
８
９

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

℡
○25
５
５
２
２

交
通
事
故
に
関
す
る
巡
回
相
談

を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

と
き

３
月
１６
日
（木）
午
前
１０
時
〜

午
後
３
時
（
受
け
付
け
は
午
後
２

時
３０
分
ま
で
）

と
こ
ろ

脇
町
合
同
庁
舎
（
美
馬

市
脇
町
）

県
県
民
環
境
政
策
課

℡
０
８
８
（
６
２
１
）
２
２
５
７

給
さ
れ
て
い
る
場
合
）
等
を
持
参

の
上
、
時
間
内
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。
混
雑
し
て
い
る
場
合
お
待
ち

い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
（
代
理
人
の
場

合
は
委
任
状
が
必
要
で
す
）。

相
談
日

毎
月
第
１
火
曜
日

（
平
成
１９
年
１
月
は
第
２
火
曜
日

と
な
り
ま
す
。）

受
付
時
間

午
前
９
時
３０
分
〜

正
午
、
午
後
１
時
〜
３
時

相
談
場
所

市
役
所
１
階
相
談
室

１８
年
度
か
ら
月
１
回
に
な
り
ま
し

た
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

徳
島
北
社
会
保
険
事
務
所

℡
０
８
８
（
６
５
２
）
２
８
０
０

市
国
保
年
金
課
国
民
年
金
係

℡
○22
２
２
１
３

子
育
て
サ
ー
ク
ル

「
ミ
ニ
と
ま
と
く
ら
ぶ
」

と
き

３
月
１７
日
（金）

午
前
９
時
〜
１１
時

と
こ
ろ

学
島
幼
稚
園

内
容

川
島
町
地
区
の
未
就
学

児
を
対
象
に
、
幼
稚
園
児
と
の
交

流
会
を
行
い
ま
す
。

参
加
費

１
０
０
円
（
保
険
料
、

催
し 
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国
民
年
金
だ
よ
り

相
談 

国
民
年
金
保
険
料
は
口
座
振
替
で

前
納
す
る
と
便
利
で
お
得
で
す

平
成
18
年
度
の
国
民
年
金
保
険

料
は
月
額
１
万
３
８
６
０
円
で
す
。

国
民
年
金
保
険
料
は
、
支
払
い

の
手
間
が
省
け
る
「
口
座
振
替
」

が
便
利
で
す
。
ま
た
、
保
険
料
を

「
前
納
」
す
る
と
割
引
が
あ
り
ま
す
。

①
保
険
料
の
前
納
を
口
座
振
替
に

す
る
と
割
引
額
が
増
え
お
得
で
す
。

１
年
分
の
保
険
料
（
１６
万
６
３

２
０
円
）
を
現
金
前
納
す
る
と
、

２
９
５
０
円
の
割
引
（
６
カ
月
前

納
な
ら
６
８
０
円
割
引
）、
口
座

振
替
前
納
す
る
と
３
４
９
０
円
の

割
引
（
６
カ
月
前
納
な
ら
９
４
０

円
割
引
）
に
な
り
ま
す
。

②
毎
月
の
口
座
振
替
も
早
割

（
当
月
保
険
料
の
当
月
引
落
し
）

に
す
れ
ば
割
引
が
あ
り
お
得
で
す
。

口
座
振
替
を
早
割
に
す
る
と
保

お
や
つ
代
）

学
島
幼
稚
園

℡
○25
４
０
１
８

と
き

３
月
１６
日
（木）

午
後
２
時
〜
４
時

と
こ
ろ

鴨
島
保
健
所

講
師

徳
島
大
学
産
婦
人
科
医
師

演
題

知
っ
て
お
き
た
い
不
妊
に

関
す
る
基
礎
知
識

申
し
込
み

前
日
ま
で
に
電
話
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

鴨
島
保
健
所
健
康
対
策
係

℡
○24
１
１
１
４

と
き

３
月
２６
日
（日）
午
後
１
時

と
こ
ろ

Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
前
銀
座
通

り
日
曜
広
場

出
演

Ｌ
Ｉ
Ｅ
Ｔ

リ

エ

ー

ト

Ｏ
（
鴨
島
町

の
マ
ン
ド
リ
ン
演
奏
グ
ル
ー
プ
）、

ミ
ス
タ
ー
マ
ジ
ッ
ク
リ
ン
（
マ
ジ

ッ
ク
シ
ョ
ー
）

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

正
午

★
出
店
募
集
中
！
（
無
料
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.tcu.or.jp/kam

ojim
a

/m
achicon/

平
成
18
年
度
の
年
金
相
談

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

女
性
の
健
康
づ
く
り
講
演
会

幼
稚
園
児
と
の
交
流
会

連
絡
先

第
2
回
吉
野
川
市

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

問
い
合
わ
せ

交
通
事
故
巡
回
相
談

問
い
合
わ
せ

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜

〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜

〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜

〜
〜

第
82
回

ま
ち
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト



と
こ
ろ

八
坂
会
館

【
川
島
】

と
き

３
月
８
日
（水）

午
後
１
時

３０
分
〜
２
時
３０
分

と
こ
ろ

こ
だ
ま
会
館

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
吉
野
川

℡
○24
２
１
６
６
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青
少
年
育
成
補
導 

思
い
出

山
川
中
学
校
　
松
尾
　
沙
代

私
に
は
た
く
さ
ん
の
思
い
出
が
あ
る

学
年
の
み
ん
な
と
宿
泊
し
た
こ
と

学
級
の
み
ん
な
と
話
し
た
こ
と

授
業
を
受
け
た
こ
と

協
力
し
て
楽
し
い
時
を
過
ご
し
た
こ
と

部
活
で
一
生
懸
命
練
習
し
た
こ
と

試
合
で
勝
っ
た
り
負
け
た
り
し
た
こ
と

悔
し
く
て
泣
い
た
り
う
れ
し
泣
き
し
た
こ
と

こ
ん
な
た
く
さ
ん
の
思
い
出
は

私
の
心
を
あ
た
た
か
く
す
る

楽
し
い
こ
と
　
悲
し
い
こ
と
　
ム
カ
つ
く
こ
と

全
部
私
の
思
い
出
　
私
の
心

こ
れ
か
ら
も
心
を
あ
た
た
か
く
し
た
い

（
阿
波
・
麻
植
中
学
生
文
集
「
さ
わ
ら
び
」
第
４９
号
よ
り
）

市
青
少
年
育
成
補
導
セ
ン
タ
ー

℡
○25
６
６
２
０
FAX
○25
６
６
２
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.tcu.or.jp/ikuseicen

ter/ 連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ

幼
児
・
小
学
生
の
み
な
さ
ん

は
、
次
の
「
５
つ
の
や
く
そ
く
」

を
守
り
、
誘
拐
な
ど
に
あ
わ
な
い

よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
保

子
ど
も
を

誘
拐
か
ら
守
ろ
う

護
者
の
方
は
、
お
子
さ
ん
と
一
緒

に
読
ん
で
く
だ
さ
い
。

や
く
そ
く
　
１

知し

ら
な
い
人ひ

と

に
は
　
つ
い
て
い
き

ま
せ
ん
。

や
く
そ
く
　
２

だ
れ
か
に
つ
れ
て
い
か
れ
そ
う
に

な
っ
た
ら
「
た
す
け
て
」
と
大
声

お
お
ご
え

で
た
す
け
を
よ
び
ま
す
。

や
く
そ
く
　
３

ひ
と
り
で
は
、
遊あ

そ

び
ま
せ
ん
。

や
く
そ
く
　
４

遊あ
そ

び
に
い
く
と
き
は
、

ど
こ
で
だ
れ
と
遊あ

そ

ぶ
か
　
家い
え

の
人ひ
と

に
言い

っ
て
か
ら
で
か
け
ま
す
。

や
く
そ
く
　
５

と
も
だ
ち
が
知し

ら
な
い
人ひ
と

に

つ
れ
て
い
か
れ
そ
う
に
な
っ
た
ら

大
声

お
お
ご
え

で
た
す
け
を
よ
び
ま
す
。

ま
も
な
く
卒
園
・
卒
業
を
迎
え

ら
れ
る
園
児
・
児
童
生
徒
の
み
な

さ
ん
、
ご
卒
園
・
ご
卒
業
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
出
を
大
切
に

し
、
新
し
い
学
校
や
進
級
に
備
え

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

巡
回
職
業
相
談

対
象
者

職
業
相
談
希
望
の
方

内
容

県
内
求
人
情
報
の
提
供
と

職
業
相
談
、
職
業
に
つ
い
て
の
知

識
や
就
職
の
心
構
え
に
つ
い
て
指

導※
雇
用
保
険
の
受
付
は
行
い
ま
せ

ん
。

【
山
川
】

と
き

３
月
１３
日
（月）
・
２０
日
（月）
・

２７
日
（月）

午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時

３０
分

問
い
合
わ
せ

法
務
局
の
人
権
相
談

徳
島
地
方
法
務
局
吉
野
川
支
局

で
は
、
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
人

権
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
に
根
ざ

し
た
人
権
啓
発
活
動
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
る
、
皆
さ
ん
の
一
番
身

近
な
相
談
相
手
で
す
。
相
談
は
無

料
で
、
難
し
い
手
続
き
も
な
く
、

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

と
き

毎
週
水
曜
日
　

午
後
１
時
３０
分
〜
４
時

と
こ
ろ

徳
島
地
方
法
務
局
吉
野
川
支
局

徳
島
地
方
法
務
局
吉
野
川
支
局

℡
○25
２
４
０
０

募
集 

問
い
合
わ
せ

国
立
大
学
法
人
等

職
員
採
用
試
験

中
国
・
四
国
地
区
国
立
大
学
法

人
等
職
員
採
用
試
験
の
試
験
案
内

の
配
布
が
始
ま
り
ま
し
た
。

受
験
資
格

昭
和
５２
年
４
月
２
日

か
ら
昭
和
６２
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
方

受
付
期
間

４
月
１
日
（土）
〜
１０
日

（月）第
一
次
試
験
日

５
月
２１
日
（日）

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

中
国
・
四
国
地
区
国
立
大
学
法
人

等
職
員
採
用
試
験
実
施
委
員
会
採

用
試
験
事
務
室

℡
０
８
２
（
４
２
４
）
５
６
１
６

問
い
合
わ
せ
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再
生
紙
と
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
。

休日･夜間在宅当番医表

医　院　名

島 野 外 科 内 科

杏 和 医 院

タ ナ カ 医 院

中西内科クリニック

美 摩 病 院

鴨島耳鼻咽喉科

いぬい産科婦人科クリニック

リバーサイドクリニック岡田

石原内科循環器科

グリーン耳鼻咽喉科

森 住 内 科 医 院

松 永 医 院

山下耳鼻咽喉科クリニック

杉 山 医 院

麻名内科外科クリニック

電話番号

25－3060

22－0333

22－1800

42－6755

24－2957

24－8070

22－1230

24－8884

24－2536

24－2488

22－3010

42－2110

42－7533

25－2802

26－0020

3月

8

9

10

11

○12
13

14

15

16

17

18

○19
20

○21
22

4月

8

10

12

11

6

13

14

15

17

18

19

21

20

医　院　名

谷 医 院

筒井クリニック

鈴木内科（敷地）

三木リハビリテーション病院

阿 部 整 形 外 科

鈴木内科（喜来）

電話番号

42－2353

24－3300

24－5880

42－6616

24－4880

24－3413

3月 4月

○9
○16
○23
25

○29
○30

医　院　名

さ く ら 診 療 所

かなめ小児科内科クリニック

岡田医院（川島）

矢 田 医 院

糸田川クリニック

石 原 小 児 科

和田耳鼻咽喉科

梶本胃腸科内科

大 久 保 診 療 所

糸 田 川 眼 科

木村内科胃腸科

古 本 胃 腸 科

後 藤 田 外 科

渡 辺 医 院

四 宮 医 院

電話番号

42－5520

26－0310

25－3566

25－2006

24－7555

24－2388

24－2566

24－2413

24－1703

24－2531

24－6413

24－7377

24－2720

24－7177

25－2016

3月

23

24

25

○26
27

28

29

30

31

4月

22

24

26

27

28

1

○2
3

4

5

7

【小児救急医療体制】

日曜日の９時～18時、

小児科専門医が診てくれます。

●麻植協同病院　　　　　℡○24 2101
●阿波病院（第１･３･５週だけ）

℡○36 5151

●平日／17時～23時　　●休日／８時～23時
※23時からは、かかりつけの医療機関か救急病院をご利用ください。
●○印は、休日診療日です。
●徳島中央テレビ２チャンネルでも放送しています。
●一部変更になる場合もありますので、受診の際は、医療機関に電話確
認の上、ご利用ください。 ●問い合わせ／市健康推進課℡○25 6615

広
報
よ
し
の
が
わ
 

広
報
よ
し
の
が
わ
 ３
 
３
 

３ ４・ 月

※
累
計
は
平
成
17
年
１
月
か
ら
の
も
の

火　　災

救急出動

12
月

累
計

12
月

累
計

3件

22件

161件

1661件

市
内
で
の
火
災
・
救
急
出
動

今
月
の
保
険
料

介
護
保
険
料
　
　
　
第
５
期

納
期
限
　
　
　
　
３
月
31
日
（金）

平成18年２月１日現在

市民のうごき
住民基本台帳（前月比） 外国人登録（前月比）

計　　46,840人　（－18）

男　　22,286人　（－14）

女　　24,554人　（－４）

世帯数　16,839世帯（－７）

※65歳以上人口

計12,539人　男5,082人　女7,457人

387人（－９）

71人（＋８）

316人（－17）

357世帯（－７）

〈司法書士会による無料法律相談〉 

〈人 権 相 談〉 

〈行 政 相 談〉 

３月８日（水） 
３月９日（木） 
４月13日（木） 
４月18日（火） 

川島庁舎会議室 
飯尾敷地コミュニティセンター 
飯尾敷地コミュニティセンター 
山川庁舎会議室 

13：00～16：00 
９：00～12：00 
13：30～16：00 
13：30～16：00

９：00～12：00 
９：00～12：00 
13：00～16：00 
９：00～12：00 
13：00～16：00 

 

市役所201会議室 
山川庁舎会議室 
川島公民館 
市役所１階相談室 
美郷庁舎会議室 

市役所１階相談室 10：00～12：00

３月９日（木） 
４月３日（月） 
４月４日（火） 
４月13日（木） 
４月20日（木） 

３月17日（金） 
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募
集

美
郷
温
泉
と
美
郷
の

梅
林
散
策
ツ
ア
ー

梅
の
咲
き
誇
る
梅
園
の
散
策

と
、
美
郷
温
泉
で
の
食
事
や
入
浴

を
楽
し
む
ツ
ア
ー
で
す
。
食
事
の

お
勧
め
メ
ニ
ュ
ー
は
ボ
タ
ン
鍋
セ

ッ
ト
で
す
。

出
発
予
定
日

３
月
１３
日
（月）
・
１５

日
（水）
・
１７
日
（金）
・
２０
日
（月）

定
員

１３
人
（
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
。
１０
人
以
上
の
団

体
の
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。）

集
合
場
所

吉
野
川
市
役
所
・
川

島
庁
舎
・
山
川
庁
舎
（
Ｊ
Ｒ
の
駅

な
ど
、
乗
車
希
望
場
所
が
あ
れ
ば

ご
相
談
く
だ
さ
い
。）

参
加
費

無
料
（
昼
食
・
入
浴
・

保
険
料
は
個
人
負
担
）

ヘ
ル
ス
ラ
ン
ド
美
郷（
美
郷
温
泉
）

℡
○43
２
６
２
６

第
2
回
吉
野
川
市
民

ゴ
ル
フ
大
会

吉
野
川
市
ゴ
ル
フ
協
会
で
は
、

市
民
の
健
康
増
進
と
親
睦
し
ん
ぼ
く

を
図
る

た
め
に
、「
第
２
回
吉
野
川
市
民
ゴ

ル
フ
大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
ふ

る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き

５
月
３
日
（水）

と
こ
ろ

御
所
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

申
込
締
切

４
月
１４
日
（金）

こ
と
ぶ
き
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
（
鴨
島

町
知
恵
島
７
７
０
）℡

○24
６
７
８
９

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

行程表

9：30 9：45 10：00 10：20～11：30
市役所発＝川島庁舎＝山川庁舎＝美郷の梅林〈散策〉

11：55 12：00～　 15：00
＝美郷温泉着＝昼食・入浴＝美郷温泉出発

15：20 15：35      15：50
＝山川庁舎＝川島庁舎＝市役所着


